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一
同
究
主
法
・
説
明
概
念
の
定
義

四
本
稿
の
構
成

第
一
章
新
旧
ハ
l
業
凶
(
何
回
切
)
に
お
け
る
也
会
政
策
二
束
ア
ジ
ア
福
祉
モ
デ
ル
の
考
察

第
節
岡
京
と
社
会
政
策
の
関
係

続
済
に
お
け
る
同
家
の
役
割
発
展
モ
デ
ル
を
も
と
に

二
社
会
政
策
に
お
け
る
国
家
の
役
制

第
二
節
東
ア
ジ
ア
の
福
祉
国
家
論
「
京
ア
ジ
ア
柄
祉
モ
一
ア
ル
一
を
め
ぐ
っ
て

第
三
節
「
言
説
政
治
」
と
金
大
中
政
権
下
の
也
会
政
策
改
革
と
の
関
連
性
に
つ
い
て

"見
ーふ
i師

jt法ri7(6・2)2S40

[
以
上
木
せ
]

第
一
章
韓
刊
に
お
け
る
什
会
政
策
決
定
過
程
の
件
史
的
背
景

第

節

芋

承

晩

政

権

則

岨
円
以
閉
山

二
社
会
政
策
の
導
入

第
二
節
朴
政
鼎
政
権
制

山
口
組
民

二
社
会
政
策
の
拡
大

第
三
節
全
斗
喚
政
権
期
か
ら
照
会
愚
政
権
則
へ

北口一話小

二
平
事
政
佐
か
ら
民
主
化
へ
社
会
政
策
の
改
革

第
川
節
企
泳
三
政
権
則

北口一京

二
碑
阿
型
一
信
社
モ
デ
ル
構
築
へ
社
会
的
セ
イ
フ
テ
ィ
ー
ネ
ァ
ト
を
同
指
す
社
会
政
議

前
一
章
金
大
中
政
権
の
福
祉
政
策
拡
大
の
試
み
え
態
と
思
惣
的
背
景



金ι中政権における「現代化」と社会政策(1)

節
経
済
危
絞
か
ら
社
会
危
機
へ

I
M
Fと
財
政
改
革

二
社
会
的
危
機
か
ら
一
生
産
的
福
祉
」
へ

第
二
節
金
大
仰
の
思
想
背
景

金
大
中
の
「
生
産
的
福
柑
」
の
ビ
ジ
ョ
ン

二
金
大
中
大
統
領
候
補
選
挙
公
約
と
一
(
り
の
大
ぷ
題

三
「
ヰ
産
的
稲
川
悦
一
の
即
念

第
三
節
企
人
小
の
参
同
村
山
祉
の
ビ
ジ
ョ
ン

第
四
章

金
大
中
政
梓
に
お
け
る
ジ
ー
一
〆
ダ

l
政
策
の
分
析

第
節
政
府
レ
ベ
ル
の
訟
識
女
性
部
の
山
は
止
に
至
る
ま
で

韓
同
に
お
け
る
ん
休
刊
政
策
法
的
措
置

二
心
久
性
部
に
ム
土
る
歴
史
的
白
景

第
二
節
ジ
ェ
ン
ダ

1
政
策
逝
科
!
と
そ
の
貝
体
的
政
策

政
策
の
荒
本
方
針

二
久
性
特
別
委
員
会
、
久
性
部
及
び
問
連
機
関
'
組
織
と
経
緯

三

K
性
の
政
治
参
加
促
進
の
施
策
女
性
の
代
表
件
向
上
の
た
め
の

k
件
の
政
治
公
職
参
加
拡
大

川

k
性
の
福
叶
基
盤
拡
大

第
三
節
ジ
ェ
ン
ダ

1
政
策
の
批
判
的
検
川

金
大
中
政
権
に
お
け
る
ム
刊
の
政
治
・
M
W
消
参
加
促
進
の
政
策
の
批
判
的
検
副

二
久
性
の
社
公
進
出
と
福
相
に
対
す
る
祈
余
的
評
価

筋
力
牽

金
大
中
政
梓
の
福
祉
政
策
の
分
析

第
節
政
府
レ
ベ
ル
の
認
識
余
融
危
機
後
の
社
会
状
況
と

-
4
産
的
福
祉
イ
ニ
シ
ア
テ
ィ
ブ
」

第
二
節
怖
い
杭
政
策
過
詐
と
そ
の
旦
体
的
政
策

第
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"見

社
会
的
七
イ
フ
テ
ィ
-
ネ
y
卜
構
築

二
社
会
保
障
ン
ス
テ
ム
拡
大
の
改
草

第
三
節
福
祉
政
策
的
批
判
的
検

A

金
大
中
政
権
に
お
け
る
栴
祉
政
策
の
批
判
的
検
古
川

「
牛
産
的
情
祉
」
埋
念
に
基
づ
く
悩
祉
政
策
的
社
会
的
評
価

結
山
崎
凶
に
お
け
る
民
主
十
議
の
定
布
行
2
5
E
E
E
E
F
C
ロ
S
F
2
2
2
2
)

ーふ
i師

一一

第
六
章

付
録
資
料
金
大
中
候
補
朽
の
選
挙
公
約

資
料
二
新
政
権
の
一
つ
つ
一
課
題

資
料
三
主
性
部
組
織
表

資
料
川
瓦
性
部
歴
代
長
官

資
料
T
A

火
性
部
関
連
統
計

資
料
六
立
性
部
関
連
続
計

資
料
七
久
性
部
関
連
統
計

資
料
八
久
性
部
関
連
統
計

参
考
文
献

と
「
市
民
参
加
刷
」

序
章

問
題
関
心
、
先
行
研
究
、
研
究
方
法
・
説
明
概
念
の
定
義
、
本
稿
の
構
成

問
題
関
心

町
民
主
主
義
の
民
望
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一
九
九
八
年
三
月
に
党
足
し
た
金
大
巾
政
権
は
、
そ
の
大
統
領
選
挙
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
の
ス
ロ
ー
ガ
ン
で
、
「
準
備
が
撃
っ
た
大
統
領
」
、
「
回

民
の
た
め
の
大
統
領
」
、
「
女
性
に
優
し
い
大
統
訟
」
な
ど
を
掲
げ
、
九
一
汗

U
を
浴
び
た
。
そ
し
て
、
政
権
成
立
役
は
、
「
国
民
の
政
府
」
「
生
産

的
福
相
」
な
ど
の
理
念
の
も
と
で
、
政
権
を
運
位
、
維
持
し
て
い
っ
た
。
金
大
巾
政
権
は
、
ま
さ
に
経
済
危
機
で
れ
撃
を
受
け
た
社
会
的
弱

者
(
低
所
得
苫
層
、
女
性
、
中
小
零
釧
企
業
、

小
山
五
{
疋
職
業
回
)

の
保
護
を
堅
く
約
束
し
た
が
ま
た
同
様
に
、
極
め
て
重
要
な
課
題
で
あ

る
経
済
而
の
再
編
に
直
面
し
た
υ

金
大
巾
は
、
こ
の
経
済
面
で
の
改
草
と
、
社
会
科
祉
的
な
改
革
の
双
右
に
直
而
し
て
い
た
。
金
は
、
大
統

領
就
任
後
、

I
M
F
管
理
休
削
の
も
の
で
市
場
志
向
の
金
融
改
革
や
企
業
改
革
を
進
め
、
こ
れ
と
同
時
に
社
会
福
祉
の
す
べ
て
の
分
野
で
改

コ
連
帯
主
義
的
な
医
療
保
険
統
合
、
一
一
)
権
利
性
を
山
明
確
に

芋
を
進
め
て
い
っ
た
の
で
あ
る
。
ー
と
り
わ
け
、

二
国
民
特
午
八
孟
の
活
成
、

金ι中政権における「現代化」と社会政策(1)

し
た
凶
長
嶋
生
活
保
護
法
の
制
定
、
と
い
う
三
点
が
引
に
注
甘
さ
れ
て
い
る
c

こ
れ
ら
は
、
耕
虫
学
会
で
も

H
古
学
会
で
も
高
く
副

価
さ
れ
て
い
る
つ

こ
の
改
革
は
、
金
大
中
大
統
領
の

「
牛
虚
的
福
祉
」
か
ら
山
発
し
て
い
る
。
生
産
的
制
祉
と
は
、
「
全
一
同
民
が
人
間
的
部
厳
と
。
ブ
ラ
イ
ド

を
維
持
で
き
る
よ
う
に
、
基
本
的
な
ヰ
活
を
保
附
す
る
と
同
時
に
、
白
7
4
的
か
つ
全
体
的
に
経
済
・
什
会
活
動
に
参
加
で
き
る
機
会
を
拡
大

し
、
分
配
の
公
干
牲
を
高
め
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
斗
活
の
質
を
向
上
さ
せ
社
会
発
展
を
追
及
す
る
」
金
大
中
の
国
政
理
念
で
あ
る
c

ま
た
、

内
行
は
透
う
も
の
の
、
ア
ン
ノ
ニ

l
・
ギ
デ
ン
ズ
の

h

第
一
今
の
道
'
に
影
響
さ
れ
て
い
る
こ
と
も
広
く
知
ら
れ
て
い
る
事
実
で
あ
る
。
金

大
山
氏
は
、
「
民
、
土
手
草花
・
市
場
経
済
・
止
す
件
的
福
祉
の
均
衡
的
禿
民
」
を

U
指
す
こ
と
を
新
た
な
理
念
と
し
、
そ
の
際
、
牛
産
的
福
祉
は
「
民

主
主
義
の
実
質
的
完
成
」
と
「
市
場
経
併
の
持
続
的
発
展
」
の
た
め
に
必
嬰
で
あ
る
と
述
べ
て
い
る
。
ま
た
、
余
大
中
大
統
領
は
、

h 

北法57(6-5) 2:14:-=] 

の
演
説
で
、
生
崖
的
制
祉
は
「
す
べ
て
の
国
民
が
人
閥
的
尊
厳
件
と
白
惇
心
を
維
持
で
き
る
よ
う
に
、
基

礎
的
な
生
活
を
保
護
す
る
と
同
時
に
、
日
育
的
か
つ
一
主
体
的
に
経
済
・
社
会
活
動
に
参
与
す
る
こ
と
が
で
き
る
機
会
を
拡
大
し
、
分
配
平
苛

性
を
高
め
る
こ
と
に
よ
っ
て
生
活
の
質
を
向
上
さ
せ
て
、
社
会
品
住
民
を
追
及
す
る
凶
政
弾
念
(
以
下
省
附
)
」
と
述
べ
て
い
る
。

九
九
年
八
月
一
五
日

(
光
ノ
復
節
)



"見

」
う
い
っ
た
金
大
中
大
統
領
の

「
同
氏
の
政
府
」
「
牛
産
的
稲
川
刊
」
川
内
念
の
も
と
で
、
悩
祉
キ
ジ
ェ
ン
ダ
l
政
仮
と
い
っ
た
社
会
政
策
の

ーふ
i師

大
幅
な
改
本
が
秘
め
て
重
要
な
位
慣
を
占
め
た
。
ま
た
、
こ
れ
ら
の
社
会
福
判
政
策
は
、
上
に
述
べ
た
よ
う
に
「
実
質
的
氏
、
土
干
草花
」
を
強

化
す
る
再
安
な
フ
ァ
ク
タ
ー
で
も
あ
っ
た
と
い
う
点
は
、
極
め
て
興
味
深
い
点
で
あ
る
。

そ
こ
で
筆
苫
が
山
円
し
た
い
の
は

経
済
面
に
お
い
て
の

「
財
閥
改
革
」
ま
た
は
「
金
融
改
革
」

で
は
な
く
、
む
し
ろ
川
時
に
打
ち
出
さ

れ
た

「
真
の
胃
か
さ
」
を
推
進
す
る
た
め
の
、
ま
た
韓
国
を
「
点
の

O
E
C
D
同
本
」
ま
た
は

「
先
進
同
」
に
す
る
た
め
の

い
わ
ゆ
る

J
2
2
-
5
2
・
現
代
化
」
政
策
で
あ
る
。
ま
た
、
そ
の
政
策
の
巾
で
も
、
判
に
ジ
工
ン
ダ
!
と
福
祉
政
策
に
焦
点
を
お
き
た
い
と
考
え
る
。

こ
こ
に
焦
点
を
置
く
瓜
由
は
、
韓
国
政
治
の
巾
で
も
、
経
凶
倍
以
が
深
刻
化
す
る
中
で
、
平
斗
J

な
富
の
分
配
と
国
民
の
福
利
の
拡
小
人
、
そ
し

て
社
会
市
1
等
を
促
進
す
る
こ
と
が
亘
要
な
点
だ
と
、
考
え
ら
れ
る
か
ら
で
あ
る
c

金
大
巾
政
権
に
お
い
て
、
ジ
ェ
ン
ダ
l
政
策
と
材
祉
政
策
の
改
革
は
、
重
視
さ
れ
、
ま
た
急
速
に
「
れ
わ
れ
て
き
た
。
改
革
の
結
果
、
ジ
ヱ

ン
ダ

l
政
策
の
凶
で
は
、
女
性
の
政
治
参
加
、
男
久
早
用
の
平
等
の
強
化
、
そ
し
て
社
会
保
障
制
度
面
で
は
、
よ
り
包
括
的
な
セ
ー
フ
テ
ィ

1
・

ネ
ソ
ト
の
構
築
な
と
と
い
っ
一
た
成
米
を
あ
げ
た
。

本
稿
で
は
、
こ
う
い
っ
た
「
成
米
」
を
「
成
果
」
と
し
て
称
揚
す
る
も
の
で
は
も
ち
ろ
ん
な
く
、
ま
た
同
時
に
こ
う
い
っ
た
制
度
の
あ
る

種
の
規
範
的
モ
デ
ル
を
提
示
し
た
い
の
で
は
な
い
。
木
稿
で
検
討
し
た
い
の
は
、
む
し
ろ
ど
の
よ
う
な
過
程
で
こ
う
し
た
政
策
が
形
成
さ
れ
、

い
か
に
遂
行
さ
れ
、
ど
う
い
っ
た
結
果
を
も
た
ら
し
、
社
会
に
ど
う
い
う
た
杉
山
州
討
を
与
え
た
か
た
と
い
う
占
、
で
あ
る
。
金
泳
一
政
権
や
こ
の

よ
う
な
議
論
を
立
て
て
い
く
背
阜
と
な
る
問
題
関
心
に
は
、
金
泳
三
政
権
や
そ
れ
以
前
の
政
権
に
お
い
て
経
済
・
開
発
優
先
路
線
が
重
要
視

さ
れ
て
き
た
の
に
刈

L
、
な
ぜ
金
大
中
政
権
に
お
い
て
、
社
会
政
取
の
改
M
T
が
行
わ
れ
、
そ
れ
が
最
重
要
川
問
題
と
さ
れ
た
の
だ
ろ
う
か
、
と

い
う
こ
と
が
あ
る
υ

ま
た
、
も
う
ひ
と
つ
の
問
題
関
心
と
し
て
、

I
M
F
と
余
大
山
政
権
と
の
関
係
が
あ
る
υ

韓
凶
政
治
に
お
け
る
「

I
M
F
時
代
」
が
い
か

jt法ri7(6・。)2544 



な
る
意
味
を
も
っ
た
の
か
、
ま
た
、
政
府
は
「

I
M
F
時
代
」
を
と
う
国
民
に
説
明
し
、
納
得
さ
せ
て
い
っ
た
の
か
、
こ
の
占
に
つ
い
て
説

明
を
加
え
て
い
く
こ
と
に
よ
っ
て
、
金
大
山
政
砲
の
全
体
像
、
ま
た
金
大
中
が
促
進
し
た
政
策
の
すロ
附
を
把
握
で
き
る
も
の
と
忠
わ
れ
る
つ

筆
者
は
、
こ
の
点
に
つ
い
て
以
下
の
よ
う
に
考
え
て
い
る
。
ま
ず
、

I
M
F
支
緩
を
受
け
た
金
大
巾
政
権
は
、
一

h
で

I
M
F
が
合
意
?
止
書

で
強
調
し
た
金
融
政
取
や
財
閥
改
υ中
な
ど
を
、

一
百
わ
ぱ

I
M
F
の
指
小
通
り
哨
直
行
し
た
の
に
対
し
、
例
制
、
ジ
ェ
ン
ダ
ー
を
含
む
社
会
政
MK

に
関
し
て

I
M
F
の
支
持
通
り
と
い
う
よ
り
も
、
そ
れ
以
上
の
も
の
を
推
進
し
て
い
っ
た
υ

次
に
、
韓
国
の
人
々
を
納
得
さ
せ
る
べ
く
、

z c 

の
社
会
政
策
を
強
調
し
、
園
内
に
お
け
る

I
M
F
介
入
に
関
し
て
、

た
と
え
ば
政
労
使
委
員
会
や
労
働
市
場
の
改
草
に
伴
、
つ
失
業
者
を
救
済

す
る
措
置
な
と
、
あ
る
梓
度
バ
ラ
ン
ス
を
取
っ
て
い
ワ
た
。
筆
者
は
、
こ
の
二
円
4

を
、
余
大
中
政
権
の
最
大
の
粘
微
で
あ
っ
一
た
と
考
え
て
い
る
c

金
大
中
政
権
は
、
こ
う
い
っ
た
バ
ラ
ン
ス
を
と
り
な
が
ら
、
そ
の
両
輸
の
つ
で
あ
る
じ
社
会
政
策
、
と
り
わ
け
福
祉
や
ン
コ
ン
ダ

1
に

金ι中政権における「現代化」と社会政策(1)

関
し
て
は
、
支
持
基
需
を
作
り
上
げ
る
た
め
市
民
同
体
と
の
連
携
な
と
を
試
み
て
、
多
数
の
特
別
委
員
会
を
作
っ
て
い
く
の
だ
が
、
こ
の
金

大
山
氏
の
試
み
が
今
の
揃
氏
銀
政
権
に
お
け
る
社
会
団
体
と
の
併
按
な
辿
携
関
係
の
基
慨
を
作
っ
た
と
い
う
点
も
重
要
で
あ
る
コ
い
い
か
え

れ
ば
、
金
大
巾
が
作
り
卜
げ
構
築
し
た
山
民
什
会
(
山
民
団
体
)
と
政
府
の
関
係
が
、
今
の
厩
武
数
政
権
の
よ
持
基
盤
で
も
あ
り
、
「
?
山
民

の
湾
人
部
で
あ
り
、
現
在
韓
同
で
一
一
副
諭
さ
れ
て
い
る
「
新
た
な
ガ
パ
ナ
ン
ス
」
形
態
を
模
索
す
る
材
料
と
な
っ
て
い
る
の

で
あ
る
。
そ
う
し
た
点
で
、
金
大
巾
政
権
の
社
会
政
策
を
検
討
す
る
こ
と
は
、
現
指
式
紋
政
権
の
分
析
に
も
繋
が
る
の
で
あ
る
つ

こ
の
よ
う
な
問
題
関
心
は
、
修
士
論
f

止
の
こ
ろ
か
ら
取
り
組
ん
で
き
た
、
現
代
特
凶
に
お
け
る
只
示
、
王
草花
や
民
主
烹
義
の
{
疋
君

(25c-H〔
E
C
S
E
号
日

2
2
2
2
)
と
の
関
連
ー
と
し
て
も
説
別
で
き
る
と
思
わ
れ
る
。
韓
凶
で
は
、
一
九
八
七
年
に
六
・
二
九
民
↓
下
化
宣
一
百
、

参
加
型
の
政
府
」

北法S7(fi.7J2:i4ri

一
一
月
一
六
日
大
統
領
選
挙
が
実
現
す
る
が

い
わ
ゆ
る
「
手
続
き
民
主
、
土
義
」
ま
た
は
「
政

。〉

達
成
と
L 
て

世
Jコ
け

jL 

5 Eえ
らむ

し元
か 1と
L ~ 
民
Tて
化
運
肋
σ〕
性
格
は

一
九
八

0
年
代
の
民
王
化
運
動
は
、
も
う
ひ
と
つ

の
性
格
を
も
っ
て
お
り
、
そ
れ
は
、
「
子
続
主
的
民
、
土
ふ
T
表
」
や
「
政
治
的
民
主
王
義
」
の
実
現
だ
け
に
収
叫
慨
さ
れ
る
も
の
で
は
な
か
っ
た
。

治
的
民
主
主
義
」

一
九
七

0
年
代
、



"見

そ
の
も
う
一
つ
の
性
格
と
い
う
の
は
、
修
士
論
文
で
も
述
べ
た
よ
う
に
、

カ
ト
リ
ソ
ク
凶
休
が
↓
丁
張
し
て
い
た
よ
う
な
、

い
わ
ゆ
る
「
実
質

的
民
示
、
土
議
」
ま
た
は
「
平
守
字
表
的
民
土
手
草
花
」
の
達
成
の
試
み
で
あ
る
。

九一八

0
年
代
の
民
主
化
に
お
い
て
、
「
手
続
主
的
民
干
王
義
」

ーふ
i師

は
実
現
し
た
も
の
の
、
「
実
質
的
民
烹
主
義
」

の
凶
で
は
、
経
済
成
長
の
名
の
下
で
「
パ
イ
を
平
等
に
分
け
る
」
ー
と
い
う
よ
り
は
、
「
で
き
る

だ
け
パ
イ
を
人
き
く
す
る
」
と
い
う
点
が
強
調
さ
れ
、
そ
の
さ
成
の
試
み
に
は
限
界
が
あ
っ
た
じ
だ
が
、

だ
か
ら
と
い
っ
て
、
政
府
が

7
夫

質
的
民
全
T
表
」
を
実
現
す
る
福
祉
政
採
な
ど
を
行
っ
て
こ
な
か
っ
た
の
で
は
な
い
し
、
ま
た
、
経
済
成
長
へ
の
志
向
性
、
だ
け
が
、
そ
の
山
t

r
υ
O〕

現
を
妨
げ
た
だ
要
因
で
は
な
い
コ
こ
う
し
た
点
を
踏
ま
え
、
本
一
柄
で
は
、
政
府
と
市
民
団
体
と
の
関
係
を
見
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
幹
同
に

お
け
る
民
中
主
義
の
あ
り
方
ー
と
そ
の
ど
布
、
韓
同
什
会
に
お
け
る
「
氏
、
王
土
義
の
理
解
」
を
検
討
し
て
い
き
た
い
。
こ
う
し
た
点
に
お
い
て

も
、
金
大
中
政
権
か
ら
康
氏
絃
政
権
を
け
泊
料
、
λ
る
と
い
う
こ
と
に
繋
が
る
と
筆
者
は
考
え
る
c

一
先
行
耐
究

以
上
の
問
題
関
心
を
踏
ま
え
て
、
そ
の
恭
礎
ー
と
な
る
先
行
研
究
を
、
こ
こ
で
ま
と
め
て
お
き
た
い
。
人
市
大
中
政
権
に
お
け
る
什
会
政
策
に

悶
す
る
先
行
研
究
は
、
阪
に
定
の
蓄
積
が
あ
る
c

そ
れ
ら
は
ム
丁
に
政
治
経
済
学
的
研
光
、
ま
た
は
政
策
過
程
諭
の
領
域
の
も
の
で
あ
る
が
、

小
平
稿
と
以
く
関
わ
る
福
相
国
家
論
や
相
祉
政
策
関
連
お
研
究
も
少
な
か
ら
ず
公
刊
さ
れ
て
い
る
。
こ
こ
で
は
、
ま
ず
そ
の
束
ア
ン
ア
に
お
け

る
福
相
国
一
本
論
の
先
行
耐
究
に
ふ
れ
、

そ
の
次
に
神
国
の
福
祉
政
策
に
関
す
る
研
究
を
ま
と
め
る
こ
と
に
す
る
。

の
福
祉
川
家
論
の
先
行
研
究
を
簡
単
に
整
理
し
て
お
く
。
こ
の
こ
の
一
年
間
、
東
ア
ジ
ア
の
福

ま
ず
、
束
ア
ジ
ア

け
本
、
韓
国
、
台
湾
)

制
同
家
論
研
究
が
盛
ん
に
な
っ
て
い
っ
て
い
る
が
、
社
会
招
祉
に
関
し
て
は
、
比
較
的
研
究
が
少
な
い
じ
そ
の
原
由
と
し
て
、

い
つ
く
か
あ

げ
ら
れ
よ
う
。
ま
ず
、
第
一
に
、
体
系
化
さ
れ
た
社
会
村
社
の
展
開
そ
れ
じ
た
い
が
、
京
ア
ジ
ア
に
お
い
て
比
較
的
新
し
い
こ
と
で
あ
り
、

そ
れ
を
丙
欧
の
分
析
枠
組
み
に
依
拠
し
て
耐
究
し
た
り
、
受
け
入
れ
た
り
す
る
傾
向
が
強
か
っ
た
こ
と
、
第
一
に
、
東
ア
ジ
ア
の
社
会
福
祉

jt法ri7(6・8)2546



自
体
が
、
「
東
洋
」
と
い
う
イ
メ
ー
ジ
を
創
り
問
す
た
め
、
ま
た
は
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
的
な
日
的
に
利
川
さ
れ
た
こ
と
、
第
一
に
、
経
消
危
機

い
わ
ば
処
右
筆
を
提
示
す
る
報
告
書
な
ど
が
多
い
こ
と
、

以
降
は
、
世
界
銀
行
や

I
M
F
な
ど
と
い
っ
た
国
際
金
融
機
関
が
発
表
し
た
、

以
卜
の
よ
う
な
点
が
上
げ
ら
れ
る
c

慢
凶
の
れ
祉
に
悶
す
る
既
存
の
研
究
に
は
、
主
に
二
つ
の
ア
プ
ロ
ー
チ
が
あ
る
じ
こ
こ
で
は
簡
単
に
そ
れ
ら
を
紹
介
し
よ
う
じ
ま
ず
、

ク
口
社
会
制
祉
学
的
、
政
治
統
治
学
的
な
ア
プ
ロ
ー
チ
で
あ
る
。
こ
れ
は
、
韓
国
に
お
け
る
福
相
国
家
の
特
俄
を
分
析
し
、
そ
の
類
割
引
を
{
疋

め
よ
う
と
す
る
。
こ
う
い
う
た
研
先
で
は
、
構
造
的
要
側
、
政
治
経
済
的
な
状
況
を
含
む
歴
山
的
背
景
、

そ
し
て
儒
教
と
い
っ
た
f

止
化
的
要

因
が
重
視
さ
れ
る
の
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
、
韓
凶
の
従
米
の
什
会
制
祉
は
残
余
的
福
祉
(
人
々
の
ニ

l
ズ
が
山
坊
や
家
族
に
よ
っ
て
満
た

さ
れ
な
い
例
外
的
な
場
ム
門
に
限
っ
て
、
緊
急
避
雑
的
に
サ
ー
ビ
ス
を
提
供
す
る
最
低
限
の
給
付
だ
け
を
行
、
っ
事
を
い
う
)
で
あ
る
と
説
明
し
、

金ι中政権における「現代化」と社会政策(1)

い
わ
ば
社
会
福
祉
に
関
す
る
思
想
的
貫
性
の
欠
如
、
そ
し
て
整
備
(
イ
ン
フ
ラ
)
も
不

l
分
で
あ
る
と
い
っ
た
指
摘
が
な
さ
れ
る
こ
と
が

ク
ヂ
い
ロ

今
つ
の
ア
プ
ロ
ー
チ
は
、
政
策
、
制
度
、
そ
し
て
政
策
決
定
過
科
そ
の
も
の
を
分
析
す
る
ミ
ク
ロ
レ
ベ
ル
の
分
析
ア
プ
ロ
ー
チ
で
あ
る
。

こ
こ
で
は
、
韓
同
が
普
遍
か
つ
公
正
に
基
づ
い
た
社
会
制
祉
制
度
を
構
染
す
る
用
由
を
追
及
す
る
も
の
で
あ
る
c

こ
の
ア
プ
ロ
ー
チ
で
は
、

民
主
↓
丁
草
花
の
定
着
と
そ
の
運
用
、

そ
し
て
政
策
決
正
過
程
の
分
析
に
よ
っ
て
状
況
が
説
明
さ
れ
る
。

近
年
、
東
ア
ジ
ア
に
お
け
る
社
会
福
祉
と
い
う
テ
l
マ
は
、
徐
々
に
注
目
を
浴
び
て
き
て
い
る
。
注

U
を
浴
び
る
よ
う
に
な
っ
て
い
く
過

程
は
、
東
ア
ジ
ア
に
お
け
る
福
相
ン
ス
テ
ム
の
構
築
・
門
編
が
ん
九
ひ
午
代
以
後
活
売
に
な
っ
て
い
く
過
程
l
y
二
致
し
て
い
る
。
束
ア
ジ

ア
に
お
け
る
福
祉
シ
ス
テ
ム
の
構
築
・
再
編
が
推
進
さ
れ
た
背
景
と
し
て
挙
げ
ら
れ
る
の
は
、
第
一
に
先
進
諸
国
や
ラ
テ
ソ
〆
ア
メ
リ
カ
諸
国

な
ど
と
く
ら
べ
て
、
社
会
保
障
制
度
が
充
分
に
構
築
さ
れ
て
い
な
か
っ
た
こ
と
、
第
一
に
九
八
口
年
代
後
半
、
氏
王
化
以
降
に
お
い
て
福

付
へ
の
要
求
が
活
発
に
な
っ
た
こ
と
、

そ
し
て
第
二
に
都
山
化
に
よ
る
伝
統
的
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
の
相
互
扶
助
機
能
此
退
と
巾
場
経
済
化
や てf

北法57(1';-9)2:147
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経
済
危
機
に
よ
る
社
会
不
安
が
増
大
し
、
ま
た
人
日
高
齢
化
に
よ
る
制
祉
ニ
ー
ズ
が
増
大
し
た
こ
と
な
ど
で
あ
ろ
う
。
こ
の
よ
う
な
社
会
変

行
を
背
景
と
し
て
、
東
ア
ジ
ア
諸
国
に
お
け
る
既
存
の
愉
什
ン
ス
テ
ム
は
、
政
治
的
に
も
社
会
経
治
的
に
も
状
況
の
変
化
に
対
応
で
き
な
く

ーふ
i師

な
る
と
認
識
さ
れ
た
の
で
あ
る
。
そ
し
た
状
泌
の
中
で
、
各
同
は
、
徐
々
に
社
会
福
祉
シ
ス
テ
ム
を
構
築
・
門
編
し
て
い
っ
た
。
そ
し
て
、

こ
の
よ
う
な
社
会
招
祉
シ
ス
テ
ム
の
構
築
門
編
は
川
時
代
的
に
も
注
目
さ
れ
た
が
、
特
に
そ
の
刊
日
が
原
点
に
達
し
た
の
は
、
金
融
危
機
を

契
機
と
し
て
い
た
υ

金
融
危
機
以
降
、
多
く
の
山
界
金
融
機
関
、
そ
し
て
研
究
者
が
、
こ
の
地
域
に
お
け
る
材
祉
政
仮
に
対
す
る
処
方
筆
を

提
示
し
、

い
わ
ば
そ
の
勢
い
で
東
ア
ジ
ア
に
お
け
る
福
祉
の
議
論
が
、
世
界
の
福
相
を
め
ぐ
る
議
論
の
鉾
台
に
堂
均
す
る
の
で
あ
る
。
そ
し

て
、
金
融
危
機
以
降
は
、
比
較
社
会
福
祉
学
の
研
究
も
盛
ん
に
な
り
、
比
較
福
祉
凶
家
論
へ
へ
の
期
待
も
丙
ま
っ
た
。

総
じ
て
、
こ
の
地
域
に
お
け
る
比
較
稿
祉
凶
家
論
の
研
究
が
十
分
蓄
積
さ
れ
て
い
る
わ
け
で
は
な
い
と
い
う
状
況
は
交
わ
ら
な
い
の
だ
が
、

近
年
、

目
。
旬
。
吋
口
。
。

E
Eロ
-Fop-£
ZZの
工
戸
同
容
O

ロ
円
巳
プ
め
コ
ロ
η
~
。ロ

2
-
E
Z
o
=
-己主

Q
J
コ
E
E
〉
ω
吉一三一『)-〔一
-
2
~山
内

O

ず
な
と
と

い
っ
た
欧
米
の
比
較
社
会
福
付
国
家
論
の
耐
究
が
盛
ん
に
な
り
、
「
東
ア
ジ
ア
福
祉
モ
デ
ル
」
の
概
念
を
提
ボ
す
る
研
先
が
多
く
比
ら
れ
る

こ
と
は
注
目
に
値
し
よ
う
(
具
体
的
な
議
論
は
、
第
一
半
第
一
節
に
お
い
て
紹
介
す
る
こ
と
に
す
る
の
で
、
こ
こ
で
は
省
時
す
る
)
c
し
か
し
、

こ
う
し
た
研
究
に
対
し
て
は
、
少
な
か
ら
ず
批
判
が
あ
る
c

両
的
ア
プ
ロ
ー
チ
と
国
別
ア
プ
ロ
ー
チ
の
組
み
合
わ
せ
た
も
の
が
多
い
と
さ

れ
て
い
る
山
、
や
、

マ
ク
ロ
的
視
点
の
も
の
で
あ
る
た
め
、
社
会
科
相
が
桂
成
正
義
体
制
と
開
党
同
家
の
変
容
か
ら
生
じ
た
も
の
で
あ
る
と

い
っ
た
視
点
を
提
示
し
て
い
る
も
の
が
多
い
υ

他

h
、
こ
の
よ
う
な
耐
究
を
批
判
か
つ
仙
完
す
る
研
究
も
発
表
さ
れ
て
お
り
、
そ
の
研
究
内

作
と
し
て
、

た
と
え
ば
L
L

村
泰
裕
の
研
究
が
あ
る
。

国
家
と
労
働
団
体
に
注
リ
し

「
包
摂
的
コ

l
ボ
ラ
テ
イ
ズ
ム

上
村
は

(】日月
-
C
2
0
コ
山

J
‘
向
。
「
勺
〔
ご
己
主
三
)
」

の
成
止
の
有
無
と
い
う
制
点
か
ら
比
較
を
試
み
る
仁
ま
た
、
林
成
川
は
は
、
比
較
政
治
学
の
制
点
か
ら
、

新
制
度
」
品
川
の
概
念
を
用
い
て
、

よ
り
ミ
ク
ロ
的
視
点
か
ら
、
詳
に
よ
っ
て
、

い
か
な
る
経
路
で
H
ハ
体
的
政
策
が
選
択
さ
れ
た
と
い
う
議
論
も

お
こ
な
っ
て
い
る
υ

こ
れ
は
政
治
過
梓
を
め
ぐ
る
耐
完
だ
と
い
え
る

(
こ
う
い
っ
た
研
究
内
存
も
第
一
九
一
半
第
一
節
に
て
紹
介
す
る
の
で
こ
こ

北法;)7(6'10)2548



で
は
省
略
す
る
)
っ

で
は
、
幹
国
を
め
ぐ
る
研
究
状
況
は
ど
う
で
あ
ろ
う
。
余
融
危
機
以
降
の
韓
国
で
は
、
九
市
大
中
前
大
統
訟
が
、
普
遍
、
土
義
的
制
祉
政
策
へ

の
転
換
を
は
か
る
こ
と
を
試
み
、
こ
の
コ
ン
テ
キ
ス
ト
の
な
か
か
ら
「
生
産
的
福
祉
」
ー
と
い
う
概
念
が
登
坊
す
る
c

い
ま
ま
で
の
家
族

(
F
E一
】
山
一
)
志
向
か
っ
残
余
的
福
祉
政
ν恥
か
ら
画
期
的
な
変
化
を
遂
げ
た
の
が
、
ま
さ
に
こ
の

巾
大
統
領
の
「
生
産
的
制
祉
」
に
注

H
し
て
い
る
研
究
も
数
多
い
が
、
こ
れ
ら
の
研
究
が
問
題
と
し
て
い
る
の
は
、
生
産
的
福
祉
へ
の
問
題

「
生
産
的
福
祉
」

で
あ
る
ι

近
年
ー
、
金
大

点
、
変
化
の
原
側
、
そ
の
担
い
子
、
そ
し
て
ど
こ
に
向
か
っ
て
い
る
か
と
い
っ
た
点
で
あ
る
c

例
え
ば
、
五
七
敬
路
や
韓
同
の
キ
ム
・
ス
ヒ
ョ

./ 

(
ヰ
産
的
福
祉
の
政
策
7
4
系
に
関
わ
っ
た
山
一
事
者
)

は
、
変
化
の
原
因
を
経
済
危
機
で
説
則
す
る
。
そ
れ
に
対
し
、
株
木

T
鶴
は
、
改
日
中

を
推
進

L
、
そ
の
性
格
を
決
定
し
た
占
丁
休
に
右
月
し
て
い
る
。
ま
た
、
そ
の
担
い
手
に
つ
い
て
、

五
石
は
、
貧
凶
者
な
ど
に
よ
る
貧
凶
運
動

金ι中政権における「現代化」と社会政策(1)

な
ど
が
こ
う
し
た
政
策
を
推
し
進
め
た
と
主
張
す
る
の
に
対
し
て
、
松
本
や
李
は
、
生
産
的
福
相
の
理
念
を
提
示
し
た
大
統
領
、
そ
れ
を
実

現
し
よ
う
と
活
動
し
た
市
民
団
体
、
そ
し
て
専
門
知
識
を
も
っ
耐
先
者
に
注

U
し
て
い
る
υ

こ
れ
ら
の
研
究
は
、
幹
国
の
福
祉
政
策
や
余
大

そ
の
問
題
点
を
似
え
よ
う
ー
と
す
る
研
究
ー
と
い
え
る
。

巾
大
統
領
の
止
定
的
福
相
そ
の
も
の
の
特
徴
、

一
百
わ
ぱ
、
比
較
政
治
経
凶
的
観
点
か
ら
、
も
し
く
は
斡
固
に
お
け
る
福
祉
政
取
の
諸
時
徴
を
抗
山
し
よ
う
と
い
う
研
究
で
あ
る
c

そ
の
た

め
、
金
大
中
政
権
下
に
お
け
る
社
会
政
能
の
拡
大
キ
改
草
の
意
義
、
ま
た
そ
の
政
治
的
イ
ン
プ
リ
ケ

l
シ
ョ
ン
に
闘
し
で
は
、
あ
ま
り
追
及

し
て
い
な
い
。

つ
ま
り
、

I
M
F
と
い
う
川
際
的
圧
力
が
余
大
山
政
権
だ
け
で
な
く
そ
の
後
の
政
権
に
も
た
晶
り
し
た
影
響
に
つ
い
て
議
論
す

る
研
究
は
、
管
見
の
限
り
み
ら
れ
な
い
の
で
あ
る
。
社
会
政
策
、
特
に
福
祉
や
ジ
コ
ン
タ

l
政
策
を
改
芋
・
促
進
す
る
こ
と
に
よ
っ
一
て
、
金

大
中
政
権
が

I
M
F
の

「
介
入
」
を
い
か
に
受
け
止
め
、
そ
し
て
そ
れ
を
慢
国
社
会
に
い
か
に
説
明
し
、
対
処
し
て
い
っ
た
か
、
ま
た
い
刈
処

す
る
過
桂
で
具
体
的
に
ど
う
い
っ
た
形
で
川
内
で
の
バ
ラ
ン
ス
を
取
っ
て
い
っ
た
の
か
、
そ
の
対
処
の
環
で
あ
る
社
会
政
策
構
築
過
程
に

見
山
刊
さ
れ
る
山
民
社
会
と
政
肘
の
連
携
基
燃
は
、
金
大
山
政
健
か
ら
府
武
銀
政
政
権
に
引
き
継
が
れ
て
い
る
も
の
と
し
て
見
て
い
く
こ
と
が

北法57(6-11)2;;49



"見

で
き
る
の
で
は
な
い
か
。
ト
凪
武
μ

独
政
政
権
期
に
お
け
る
「
参
与
述
帯
」
や
「
経
済
H
義
実
況
連
ム
円
」
「
ノ
サ
モ

(
濡
武
山
訟
を
愛
す
る
会
)
」
な

ど
と
い
っ
た
巾
民
凶
体
の
活
動
や
こ
れ
ら
市
民
川
休
と
の
連
携
、
ま
た
「
ぬ
き

2
E
2
2
L
と
い
っ
た
新
た
な
ガ
パ
ナ
ン
ス
形
態
な
ど
今
日

ーふ
i師

日
円
を
え
旧
び
て
い
る
点
は
、

I
M
F
管
理
い
に
あ
っ
た
金
大
中
政
権
に
お
け
る
様
々
な
試
み
が
基
伎
と
な
っ
て
い
る
の
で
あ
り
、
多
か
れ
少

な
か
れ
、
金
大
中
政
権
で
構
築
さ
れ
た
「
民
主
、
土
義
」

の
あ
り
舟
な
い
し
そ
の
周
解
が
、
韓
国
に
お
け
る
新
し
い
ガ
パ
ナ
ン
ス
を
見
出
す

T

が
か
り
と
な
っ
て
い
る
の
で
は
な
い
か
。
金
大
中
の
社
会
政
策
拡
大
と
改
革
の
政
治
的
イ
ン
プ
リ
ケ

l
シ
ョ
ン
を
追
及
す
る
こ
と
が
重
要
な

の
で
は
な
い
か
。

こ
う
し
た
、
福
相
社
会
前
、
韓
国
政
治
州
究
な
ど
を
め
ぐ
る
先
行
緋
究
に
対
す
る
、
筆
者
ー
と
し
て
の
問
題
意
識
、
そ
こ
か
ら
派
止
す
る
論

出
'
を
、
本
稿
で
検
討
し
て
い
き
た
い
f

近
年
に
お
い
て
出
現
し
た
「
東
ア
ジ
ア
何
付
モ
デ
ル
」

の
議
論
の
整
理
を
行
い
な
が
ら
、
韓
同
の
社
会
政
策
に
関
す
る
先
釘
耐
究
を
ま
と

め
、
神
国
の
ケ
ー
ス
の
特
徴
を
浮
き
彫
り
に
し
た
い
と
試
み
る
ロ
そ
の
特
徴
を
踏
ま
え
た
上
で
、
従
来
の
フ
レ
ー
ム
ワ
ー
ク
で
は
必
ず
し
も

政
治
的
イ
ン
プ
ワ
ケ
l
シ
ョ
ン
が
別
保
化
で
き
な
い
た
め
、
近
年
台
頭
し
て
い
る
新
制
度
論
の
新
た
な
流
れ
で
あ
る
「
一
百
説
制
度
論
」
に
焦

白
'
を
巾
て
、
金
大
中
政
権
下
の
社
会
政
策
改
革
に
お
い
て
も
一
百
説
が
役
討
を
果
た
し
た
こ
と
を
明
確
化
す
る
こ
と
を
試
み
る
c

こ
こ
で
山

m
E点
を
一
つ
述
べ
た
い
。
韓
川
研
究
の
な
が
れ
に
お
い
て
、
峰
国
に
お
け
る
民
、
土
↓
丁
義
の
疋
若
は
、
市
民
運
動
(
↓
T
に
学
生
u連

助
、
存
野
運
動
、
労
働
運
動
)

の
構
築
で
あ
る
と
い
う
祝
点
が
あ
る
が
、
民
主
化
を
経
た
韓
国
に
お
い
て
は
、
従
来
の
民
不
化
闘
引
返
肋
は

変
貌
を
と
げ
、
落
選
・
終
結
運
助
、
ヰ
活
の
質
改
苦
運
動
、
環
境
運
動
、

k
性
運
動
な
ど
と
い
っ
た
「
現
代
的
な
問
題
に
直
而
す
る
」
運
動

に
移
り
変
わ
り
、
徐
々
に
政
府
と
の
連
世
間
で
よ
り
氏
、
杢
丁
義
川
崎
念
と
そ
の
実
践
を
高
め
て
行
く
傾
向
に
あ
る
f

し
か
し
、
近
午
斡
固
に
見
ら

れ
る
政
府

ー山
氏
川
体
の
辿
携
は
、
過
激
か
つ
主
人
的
な
一
議
論
に
押
さ
れ
て
い
る
傾
向
が
あ
り
、
逆
に
市
民
同
体
の

h
力
が
あ
る
と
こ
ろ
に

し
か
改
革
は
及
ば
な
く
、
政
府
の
政
策
の
一
貫
性
が
欠
如
し
て
い
る
と
見
る
研
究
者
、

た
と
え
ば
山

E
5
2ね
な
ど
、
も
少
な
く
な
い
。
ま

北法:i7(6'12)2S:J()



た
、
韓
国
に
お
け
る
民
↓
丁
王
義
理
念
の
定
着
に
つ
い
て
、
民
主
化
以
降
の
一
九
九

0
年
代
に
入
っ
て
も
、

の
段
階
に
あ
る
と
主
張
す
る
研
究
者
も
多
い
υ

こ
、
つ
し
た
巾
で
、
金
大
巾
大
統
鎮
の

い
ま
だ
に
韓
同
は
「
手
続
主
的
民

主
主
義
」

「
凶
只
の
政
府
」
や
「
牛
産
的
福
祉
」
県

念
は
、
韓
川
政
治
に
お
い
て
「
実
質
的
民
烹
主
義
」
を
実
現
し
よ
う
と
す
る
も
の
と
し
て
一
叶
仙
す
る
こ
と
が
で
き
る
と
以
わ
れ
る
。

以
下
、
本
稿
で
用
い
る
研
究
七
刀
法
と
定
義
を
簡
単
に
説
則
す
る
こ
と
に
す
る
c

一
研
九
九
1

刀
法
・
説
明
概
念
の
定
義

S
J
 

本
稿
で
は
、
分
析
に
あ
た
り
、
以
ャ
の
一
一
つ
の
制
点
で
分
析
を
加
え
た
い
。
第
一
に
政
府
レ
ベ
ル

(
大
統
領
、
官
僚
、
各
部
レ
ベ
ル

に
お
け
る
現
状
認
識
・
白
覚
(
国
内
社
会
の
尻
状
に
対
す
る
訟
議
と
川
際
社
会
へ
映
し
出
す
イ
メ
ン
)
を
、
大
統
領
公
開
、
伊
説
、
政
府
公

金ι中政権における「現代化」と社会政策(1)

刊
の
広
報
、
各
部
が
公
開
し
て
い
る

H
存
、
統
計
局
の
統
計
デ

l
夕
、
そ
し
て
国
会
議
事
録
な
と
の
資
料
を
使
用
し
て
山
明
ら
か
に
し
た
い
。

具
体
的
な
政
策
を
兄
て
い
く
の
だ
が
、
上

余
大
山
政
権
矧
と
、

そ
の
前
後
に
お
け
る
政
府
レ
ベ
ル
の
認
識
・
自
覚
調
査
を
行
、
っ
。
第
一
に
、

に
述
べ
た
資
料
と
、
立
法
部
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
な
と
と
い
っ
た
イ
ン
タ
ー
ネ
ソ
ト
サ
イ
ト
を
使
用
す
る
こ
と
で
、
限
定
的
な
が
ら
、
具
体
的
な

政
策
決
定
と
結
果
を
追
跡
で
き
る
c

白
己
認
識
と
貝
体
的
政
策
を
分
析
し
た
上
で
、
第
二
に
、
現
実
の
社
会
に
お
け
る
適
川
と
影
轡
を
み
て

い
く
。
具
体
的
に
は
、
↓
丁
に
、
労
働
組
合
の
公
式
文
帯
、
統
計
局
の
統
計
デ

l
夕
、
そ
し
て
、
ギ
ャ
ロ
ッ
プ
社
、
政
府
、
そ
し
て
外
同
の
機

関
が
行
っ
た
世
論
調
査
の
結
果
を
兄
て
い
く
こ
と
に
よ
っ
て
、
社
会
へ
の
影
響
と
般
市
民
の
反
泌
を
み
る
こ
と
が
で
き
る
と
考
え
て
い
る

(
川
内
・
国
外
の
世
論
調
脊
を
児
て
い
く
こ
と
に
よ
っ
て
、
あ
る
て
い
と
パ

f
ア
ス
を
排
除
す
る
こ
と
が
で
き
る
と
忠
わ
れ
る
づ
こ
う
い
っ

た
、
政
府
公
刊
資
料
と
統
計
的
デ
ー
タ
な
と
を
用
い
つ
つ
、
卜
記
の
二
つ
の
分
析
軸
を
川
い
る
こ
と
で
、
金
大
中
政
権
に
お
け
る
ン
L

ン
ダ

i

政
策
と
福
祉
政
策
を
、
体
系
的
に
捉
え
こ
と
が
で
き
る
で
あ
ろ
う
。
ま
た
、
今
一
つ
の
仙
肋
的
研
究
i

刀
法
と
し
て
、
韓
同
の
社
会
福
祉
の
現

状
を
明
確
に
す
る
た
め
に
比
較
的
制
占
、
を
用
い
る
こ
と
に
す
る
が
、

こ
の
作
業
に
つ
い
て
は
王
に
他
の

O
E
C
D
固
と
の
デ
ー
タ

北法S7(fi.l:-j) 2:iril 



"見

(SEHEE--2
巳
門
戸
m
w
)

と
比
較
す
る
こ
と
を
試
み
る
。

こ
こ
で
、
本
稿
で
使
川
し
て
い
る
説
明
概
念
・
川
語
の
定
義
を
簡
単
に
ま
と
め
て
お
き
た
い
。
社
会
政
策
は
、

一
般
に
立
つ
の
社
会
什

l

ーふ
i師

ピ
ス
の
こ
と
を
が
す
ー
と
さ
れ
る
c

そ
れ
は
、
教
育
(
三
三
五
三
三
、
位
康
保
険

(
Z
2
5
2
Z
)
、
住
宅

2
2
5
5丘
、
個
人
の
社
会
サ

l
ビ

そ
し
て
社
会
保
障

(
ω
2
2一
月

2二
-
3
)

で
あ
る
ι

閉
山

375υ
の
定
義
に
よ
れ
ば
社
会
政
取
と
は
、
上
に

述
べ
た
よ
う
な
サ
ー
ビ
ス
が
い
か
に
構
成
さ
れ
、
執
行
さ
れ
、
ど
う
機
能
し
、
だ
れ
の
利
祈
を
促
進
し
て
い
る
か
が
重
申
凡
な
占
だ
と
さ
れ
る
。

ス

(
七
三
百
戸
山

-men-
己
主
コ
コ
向
。
)
、

し
か
し
、
こ
う
い
っ
た
サ
ー
ビ
ス
中
心
の
定
義
は
、
労
働
保
護

(
E
Z
2
E
2
2
E
2】
)
、
賃
金
設
定
規
制
(
当
主

2
E
C円高
2
2
E
5
5
)
、

は
合
ま
れ
て
お
ら
ず
、
何
人
の
福
利

環
境
規
制

(
2
4
4
2
2
E己
足
音
z
t
cロ乙

な
ど
と
い
っ
た
社
会
胤
制

(
2
2
E
2
2
-
R
E
o
-
Z

Z
2
7
5
m
)
、
ま
た
例
人
や
団
体
の
福
相
(
須
の

-
P
2
C『
E
E
2
P
E
ω
ミ
空
言
宮
)

に
関
す
る
正
確
な
理
解
を
浮
く
こ
と
が
で
き
な
い
叫

能
件
が
あ
る
υ

し
た
が
っ
て
、
本
稿
で
使
用
す
る
社
会
政
策
の
定
義
は

す
る
社
会
政
策
と
は
、
家
厄
内

(
E
5喜
三
ヰ
)

の
E
Z
の
定
義
を
一
部
川
い
る
こ
と
に
す
る
。

に
対
す
る
国
家
の
介
入
と
-
小
し
て
い
る
。
本
稿
で
故
、
っ
社
会
政
策
と
は
、
干
に
、
平
守
、
土

C
O
Z
E
の
定
義

義
に
基
づ
い
た
個
人
の
福
利
ー
と
福
祉
を
促
進
す
る
什
会
保
瞳
で
あ
る
。
も
ち
ろ
ん
什
会
悩
判
ー
と
い
う
の
は
、
凶
家
だ
け
で
な
く
、
家
抜
、
企

菜
、
市
場
、

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
組
織
な
と
と
い
っ
た
セ
ク
タ
ー
か
ら
も
提
供
さ
れ
る
も
の
で
あ
る
が
、
し
か
し
、
議
論
を
拡
散
さ
せ
な
い
た
め

小
平
稿
で
は
、
国
家
と
の
関
係
だ
け
に
限
定
す
る
こ
と
に
す
る
。

以
上
の
こ
と
を
踏
ま
え
、
本
稿
で
分
析
す
る
ジ
ェ
ン
ダ

l
政
策
に
関
し
て
は
、
ポ
に
応
性
の
政
治
参
加
の
拡
大
と
女
性
の
福
祉
基
慌
の
構

築
に
焦
点
を
当
て
る
こ
と
に
す
る
c
ま
た
、
福
祉
政
策
に
関
し
て
は
、
平
等
土
義
に
基
づ
い
た
何
人
の
1

的
利
促
進
の
た
め
の
セ
ー
フ
テ
ィ

l
-

ネ

y
ト
構
築
、
皆
国
民
健
康
保
険
と
皆
年
金
、

そ
し
て
労
働
政
策
に
焦
点
を
吋
て
る
こ
と
に
す
る
c

こ
れ
ら
の
政
策
は
、
金
大
中
候
補
の
選

挙
公
約
に
も
示
さ
れ
た
も
の
で
あ
り
、
ま
た
金
大
中
政
権
に
お
け
る
重
要
川
問
題
と
-
小
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
つ
金
大
中
の
選
挙
公
約
や
vd説
な

ど
か
ら
見
え
る
「
一
一
早
川
」
が
、
こ
う
い
う
た
大
幅
な
政
策
改
革
を
導
い
た
こ
と
も
木
稿
の
つ
の
仮
説
と
し
て
促
小
し
て
い
き
た
い
。
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四

本

稿

の

構

成

本
稿
で
行
、
つ
作
業
と
構
成
に
つ
い
て
、
簡
単
に
ま
と
め
て
お
き
た
い
。

に
お
け
る
社
会
政
策
と
凶
米
の
役
割
に
つ
い
て
一
百
及
す
る
と
こ
ろ
か
ら
山
発
す
る
。
こ

の
論
文
の
ム
丁
題
で
あ
る
金
大
中
政
権
下
に
お
け
る
社
会
政
策
が
、

ま
ず
、
第
二
空
で
は
、
新
興
γ
ム
告
示
国

(
Z
円
切
)

い
か
な
る
背
景
一
卜
で
現
れ
た
か
を
明
確
に
す
る
こ
と
を
回
的
と
し
、
具
体

的
に
は
経
済
発
展
と
社
会
政
策
の
関
係
に
つ
い
て
百
及
す
る
こ
と
に
す
る
。
ま
た
近
年
に
お
い
て
出
現
し
た

「
束
ア
ジ
ア
材
祉
モ
デ
ル
」

議
論
の
整
理
を
行
い
な
が
ら
、
韓
国
の
社
会
政
策
に
関
す
る
先
行
研
究
を
ま
と
め
、
韓
川
の
ケ

l
ス
の
特
徴
を
浮
き
彫
り
に
し
た
い
と
考
え

て
い
る
c

そ
の
特
徴
を
踏
ま
え
た
上
で
、
従
米
の
フ
レ
ー
ム
ワ
ー
ク
で
は
必
ず
し
も
政
治
的
イ
ン
プ
リ
ケ

l
シ
ヨ
ン
が
明
時
化
で
き
な
い
こ

と
を
指
摘
し
、
近
年
台
頭
し
て
い
る
新
制
度
論
の
新
た
な
流
れ
で
あ
る
「
一
百
説
制
度
論
(
己
】
百
戸

-E万
一
一
三
百
ユ
SE--2)」
に
、
引
リ
し
、

金ι中政権における「現代化」と社会政策(1)

の
川
能
性
と
韓
同
を
説
明
す
る
に
あ
た
っ
て
の
右
効
性
に
つ
い
て
言
及
す
る
こ
と
に
す
る
υ

第
一
章
で
は
、
韓
国
に
お
け
る
社
会
政
策
の
決
定
過
秤
の
歴
史
的
背
渋
を
述
べ
る
。
韓
国
に
お
け
る
社
会
政
策
の
決
定
過
桂
の
特
徴
と
パ

タ
ー
ン
を
、

一
九
六

0
年
代
か
ら

T
M
F危
機
に
主
る
吋
別
に
つ
い
て
、
時
系
列
的
に
検
討
し
た
い
。
こ
こ
で
は
、
韓
同
の
社
会
政
策
を
具
、

体
的
な
デ

l
タ
に
基
つ
い
て
分
析
し
て
い
く
こ
と
と
な
ろ
う
c

第
二
章
で
は
、
金
大
中
政
権
の
福
相
政
策
の
試
み
に
関
し
て
再
及
す
る
こ
と
に
す
る
つ
日
ハ
体
的
に
は
、
金
大
巾
政
権
発
足
後
の
社
会
状
況

と
そ
れ
に
伴
う
金
大
巾
政
権
の
対
応
を
ま
と
め
た
よ
で
、
第
一
節
で
は
、
余
大
巾
自
身
が
大
統
領
に
な
る
以
前
か
ら
持
っ
て
い
た
ス
タ
ン
ゲ

l

ド
に
つ
い
て
検
討
、
第
一
節
で
は
、
還
挙
公
約
で
み
ら
れ
る
ス
タ
ン
ダ
ー
ド
、

そ
し
て
大
統
領
就
任
以
後
に
見
ら
れ
る
ス
タ
ン
ダ
ー
ド
の
形

成
・
変
存
を
み
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
金
人
中
自
身
の
見
取
り
凶
を
抽
く
こ
と
を
試
み
る
c

そ
し
て
、
第
一
節
で
は
、
金
大
中
の
参
画
福
制
と

い
う
ビ
ジ
ョ
ン
に
焦
点
を
当
て
つ
つ
、
彼
が
措
い
た
参
加
と
協
ハ
バ
に
よ
る
共
同
体
構
築
と
生
産
的
福
祉
推
進
の
、
土
体
と
し
て
の
民
間
の
役
割

強
化
の
ア
イ
デ
ア
に
つ
い
て
言
及
す
る
こ
と
に
す
る
。
こ
の
作
業
に
よ
っ
て
、
金
大
巾
の
思
想
的
背
景
の
全
体
像
を
明
ら
か
に
す
る
こ
と
が のh ピ
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で
き
よ
、
つ
つ

ーふ
i師

次
に
、
第
四
章
と
第
立
章
で
は
、
金
大
山
政
砲
に
お
け
る
具
体
的
な
福
祉
と
ジ
3

ン
ダ

l
政
策
に
関
し
て
分
析
を
加
え
て
い
く
。
こ
こ
で

は
、
福
祉
と
ジ
エ
ン
グ
ー
を
分
け
て
分
析
す
る
が
、
当
然
重
な
る
部
分
も
多
い
c

し
か
し
、
こ
こ
で
両
者
を
分
け
る
最
大
の
月
白
は
、
福
祉

政
策
を
担
当
し
て
い
る
の
が
保
健
福
判
部
で
あ
る
の
に
対
し
、
ジ
ェ
ン
ダ

l
政
取
の
中
心
に
な
っ
て
い
る
の
が
女
性
部
(
そ
れ
以
前
は
女
性

特
別
委
員
会
)

だ
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
政
策
担
心
部
局
が
異
な
る
の
で
あ
る
。
木
稿
で
は
、
両
苫
を
個
別
に
扱
い
、
政
府
の
訟
識
レ
ベ
ル

(
大
統
領
、
政
治
家
、
官
僚
レ
ベ
ル
)
、
政
策
(
実
施
き
れ
た
政
策
)
、
そ
し
て
紅
会
に
お
け
る
反
凶
(
般
市
民
レ
ベ
ル
)

の
存
分
析
軸
で

日
比
て
い
く
こ
と
に
す
る
。
最
終
的
に
、
政
府
が
提
案
し
実
施
し
た
政
策
と
、
そ
れ
に
刻
す
る
社
会
の
反
出
や
長
け
人
れ
ら
れ
た
政
策
を
み
る

こ
と
に
よ
っ
て
、
金
大
中
の

I
M
F
介
入
に
刻
す
る
棲
同
社
会
へ
の
説
明
の
仕
方
・
刻
処
の
仕
i

刀
、
そ
し
て

I
M
F
の
介
人
に
対
し
て
、
且
ハ

体
的
に
と
う
い
っ
た
形
で
園
内
で
の
バ
ラ
ン
ス
を
取
っ
て
い
っ
た
の
か
を
み
る
こ
と
が
で
き
よ
う
。
こ
う
す
る
こ
と
で
、
金
大
中
政
権
の
特

徴
が
汗
き
卜
が
ら
せ
る
こ
と
が
期
待
さ
れ
る
υ

結
論
部
分
で
あ
る
最
終
章
で
は
、
金
融
危
機
後
の

T
M
F
管
理
体
制
下
に
お
い
て
、
金
大
巾
政
権
が
、
ま
さ
に
ジ
ェ
ン
ダ

l
政
策
と
福
祉

政
策
の
改
草
を
促
進
す
る
こ
と
に
よ
り
白
ら
の
政
権
を

H
中
化
し
、
ま
た
「
向
(
の
豊
か
さ
」
を
迫
求
す
る
こ
と
を
試
み
た
と
い
う
本
稿
の
見

解
を
再
度
述
べ
た
上
で
、
峰
川
に
お
け
る
民
、
土
、
土
義
の
定
着

F
E
E
-
-
E
Z
S
F
O
己

E
o
n
Z
2
2
)
と
「
市
民
参
加
型
」
の
民
王
王
義
の
民

そ
れ
ら
を
踏
ま
え
た
卜
で
今
後
の
ポ
題
に
つ
い
て
述
べ

望
に
つ
い
て
言
及
す
る
こ
と
に
す
る
-
ま
た
、
本
稿
に
お
け
る
反
省
点
を
把
握
し
、

る
こ
と
に
す
る
。
平
守
↓
下
義
が
市
民
の
エ
ン
パ
ワ

l
メ
ン
ト
に
基
づ
く
韓
同
で
児
ら
れ
る
民
、
γ

工
↓
下
義
の
可
能
性
は
、
比
較
的
「
弘
い
民
玉
、
工
工

義

国

々

o
E
N
E
2
2
3
2
R
U
)
」
の
モ
デ
ル
に
な
り
う
る
と
と
も
に
、
民
主
主
義
の
あ
り
方
そ
の
も
の
に
対
し
て
の
挑
戦
で
も
あ
り
、
今
後

と
も
、
樺
川
に
お
け
る
民
王
主
義
の
あ
り
ん
に
関
す
る
理
解
を
深
め
な
が
ら
、
同
時
に
韓
国
の
民
主
主
義
の
新
た
な
則
能
性
に
つ
い
て
検
索

す
る
こ
と
が
求
め
ら
れ
る
と
考
え
て
い
る
コ
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第
ー
一
立
早

新
興
工
業
同

(
Z
冒
と

に
お
け
る
社
会
政
策
一
束
ア
ジ
ア
福
祉
モ
デ
ル
の
一
考
察

日
本
を
先
頭
に
、
幹
国
、
台
湾
、
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
、
存
港
ー
と
い
っ
た
三
日

(
新
興
γ
ム
業
凶
)

は
、
著
し
い
経
済
成
長
を
成
し
遂
げ
た
c

I
M
F
の
報
生
日
書
に
よ
る
と
、
こ
れ
ら
の
川
が
山
め
た
一
九
九
ヒ
午
の
世
界
G
D
P
が
一

ぶ
と
指
摘
し
て
い
る
つ
こ
う
い
っ
た
新
興
工
業
国
の
経
済
成
長
に
伴
い
、
市
場
や
社
会
に
お
け
る
同
家
の
役
刑
に
つ
い
て
も
、
多
数
の
議

%
、
そ
し
て
輸
出
が
一
ヒ

一
%
に
も
及

論
が
生
じ
る
こ
と
に
な
っ
た
コ
と
り
わ
け
、
比
較
政
治
経
済
分
野
に
お
い
て
、
発
展
モ
デ
ル

(巳

2
4
-
o七
口
戸
内

EP-zmwけ
め
)

が
注
目
を
浴
び
る

よ
う
に
な
り
、
発
展
モ
デ
ル
を
肯
定
す
る
緋
究
者
の
巾
で
は
、
東
ア
ジ
ア
に
お
け
る
経
済
の
成
功
は
、
国
家
の
積
極
的
な
役
割
に
よ
る
と
、
γ
工

張
す
る
も
の
も
多
い
c

し
か
し

一
九
九
七
年
の
金
融
危
機
後
、
東
ア
ン
ア
発
展
モ
デ
ル
は
、
行
き
詰
ま
っ
た
と
指
摘
す
る
研
究
苫
も
少
な

金ι中政権における「現代化」と社会政策(1)

く
な
い
。
だ
が
、
こ
う
し
た
議
論
に
お
い
て
重
視
さ
れ
て
い
る
の
は
、
経
済
に
お
け
る
川
家
の
介
入
が
、
社
会
的
政
治
的
に
ど
う
い
っ
た

川

U
響
を
与
え
る
か
と
い
う
点
で
あ
る
ロ
第
一
節
で
は
、
幹
固
に
お
け
る
経
済
発
展
と
社
会
政
策
の
関
係
を
筒
階
的
に
ま
と
め
て
み
る
こ
と
に

す
る
。ま
た
、
発
展
モ
デ
ル
用
論
に
依
拠
し
た
研
究
で
は
、

一
般
に
東
ア
ジ
ア
に
お
け
る
経
済
発
展
を
説
明
し
よ
う
と
す
る
動
機
が
見
ら
れ
る
が
、

最
近
で
は
村
祉
に
対
す
る
関
心
も
広
が
り
、
経
済
党
民
に
伴
、
つ
相
祉
政
策
の
誕
生
に
注
目
し
て
い
る
耐
究
者
も
多
く
、
近
年
で
は
「
束
ア
ン

ア
福
相
モ
デ
ル
」
と
い
う
概
念
も
用
い
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
て
い
る
。
そ
こ
で
、
第
一
節
で
は
、
東
ア
ジ
ア
に
お
け
る
社
会
福
祉
モ
デ
ル

の
先
行
研
究
を
ま
と
め
な
が
ら
、
比
較
社
会
福
祉
学
、
比
較
政
治
経
済
学
の
マ
ク
ロ
的
ア
プ
ロ
ー
チ
、
そ
し
て
制
度
、
政
策
、
政
策
決
定
過

程
の
ミ
ク
ロ
的
ア
プ
ロ
ー
チ
を
移
用
し
、
さ
ら
に
「
束
ア
ン
ア
福
祉
モ
デ
ル
」
の
妥
当
性
に
つ
い
て
も
、
あ
わ
せ
て
言
及
す
る
こ
と
に
す
る
c

第
二
節
に
お
け
る
作
業
の
宣
義
は
、
こ
の
作
楽
に
よ
っ
て
、
東
ア
ジ
ア
地
域
に
お
け
る
社
会
政
策
の
先
行
研
究
を
ま
と
め
つ
つ
、
こ
の
地
域

に
お
け
る
社
会
政
策
の
特
徴
を
確
認
し
、
他
ん
で
神
国
の
「
特
微
」
を
浮
き
彫
り
に
す
る
こ
と
を
試
み
る
。
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第
一
一
節
を
踏
ま
え
た
上
で
、
最
後
の
第
二
節
で
は
、
韓
国
の
現
象
を
説
明
す
る
際
に
そ
の
鍵
と
な
る
新
制
度
論
に
お
い
て
、
A
A

円
理
的
選
択

ーふ
i師

論
(
片
山
門
HOME-nF22)
、
歴
史
的
制
度
論
百
三
。
=
z
-
E
E
E
t
O
P
E
-
E
E
)
、
社
会
、
午
的
制
度
論

2
2
5
7四
円
巳

E
芸
Z
E
E
-
E
E
H
)
に
続

一同一

〈
「
第
4
の
流
れ
」
と
位
置
づ
け
ら
れ
る
「
百
説
政
治
論
」

(
E
5
5
2
2ロ
註

Z
E
E
-
Eヨ
)
の
可
能
性
に
つ
い
て
言
及
す
る
こ
と
に
す
る
。

こ
こ
で
は
、

一
百
説
制
度
論
の
専
門
家
で
あ
る
ボ
ス
ト
ン
大
干
の
〈

5
2
4
山
内

2
2去
の
川
崎
論
に
依
拠
し
て
説
明
を
加
え
る
こ
と
に
す
る
c

山
口

-Eロ
吾
氏
に
よ
れ
ば
、
公
的
一
円
説
(
七
戸
寸

=n全
2
2
3の
)

は
、
政
治
的
な
文
持
を
得
る
た
め
、
ま
た
そ
の
支
持
を
持
続
す
る
た
め
に
不
叫

欠
な
も
の
で
あ
り
、
特
に
改
革
を
促
進
す
る
に
斗
た
っ
て
は
、
「
通
惜
の
政
治
」
に
対
抗
し
、
ま
た
確
有
し
た
利
益
や
変
化
を
拒
む
多
数
に

(
川
内
)

も
対
抗
す
る
手
段
に
な
り
う
る
と
指
摘
し
て
い
る
c

こ
こ
で
い
う
「
一
三
門
司
」

Z
E
C
5
2
)
ー
と
い
う
の
は
、
政
治
家
が
白
ら
の
政
策
プ
ロ
グ

ラ
ム
を
構
築
し
、
正
当
化
す
る
に
あ
た
っ
て
、
市
民
や
も
し
く
は
他
の
政
策
ア
ク
タ
に
説
則
す
る
際
に
使
、
つ
手
段
で
あ
り
、
ま
た
、
稿
祉

国
家
に
お
い
て
政
策
改
革
を
説
明
す
る
際
の
「
欠
け
て
い
る
要
よ
ご
(
目
-
ω
E記
。
r
E
E乙
で
あ
る
と
主
張
し
て
い
る
。
第
二
節
で
は
、
こ

の
一
百
説
政
治
や
一
百
説
制
度
論
の
意
義
と
叫
能
性
に
つ
い
て
言
及
し
、
金
大
山
政
権
に
お
け
る
社
会
政
策
改
革
と
の
関
辿
に
つ
い
て
言
及
す
る

こ
と
に
す
る
。第

一
節

国
家
と
社
会
政
策
の
関
係

い
ま
ま
で
に
取
し
い
数
の
先
行
研
究
が
あ
り
、
そ
の
中
で
も
、
資
本
主
義
時
代
に
お
け
る
社

経
済
に
お
け
る
国
家
の
役
割
に
つ
い
て
は
、

会
福
相
へ
の
国
家
の
役
割
が
、
議
論
の
中
心
に
な
っ
て
い
る
c

近
代
川
門
家
が
、
経
済
そ
し
て
社
会
福
祉
に
及
ぼ
す
影
響
は
指
摘
す
る
ま
で
も

ど
の
よ
う
に
川
家
が
関
わ
る
べ
き
か
に
つ
い
て
は
、
係
々
な
議
論
が
あ
る
の
で
あ
る
つ

な
い
が
、
し
か
し

い
つ
、

北法;)7(6'18)25;)市



経
済
に
お
け
る
国
家
の
役
刑
党
民
モ
デ
ル
を
も
と
に

一
九
七

0
年
代
初
頭
ま
で
、
山
洋
諸
国
に
お
け
る
普
遍
的
社
会
プ
ロ
グ
ラ
ム
は
、
経
済
成
長
に
も
適
応
し
、
ま
た
経
済
成
長
白
休
を
促
進

す
る
も
の
で
あ
る
と
即
断
さ
れ
て
い
た
。
し
か
し
な
が
ら
、
こ
の
こ
の
一
年
間
あ
ま
り
、
経
済
小
況
と
成
熟
し
た
社
会
政
策
は
、
財
政
的
に
福

制
国
家
に
打
撃
を
与
え
て
き
た
c

九
八

0
年
代
以
降
、
戦
終
の
黄
金
時
代
に
作
り
上
げ
ら
れ
た
近
代
の
稿
判
凶
本
は
、
も
は
や
そ
の
有

効
性
を
失
い
つ
つ
あ
っ
た
の
で
あ
る
。

)
グ
ロ

l
パ
リ
ゼ

l
シ
ヨ
ン
、
一
)
脱
産
業
化
戸

2
E
5
5巳
E
巳
さ
ロ
)
又
は
ザ

l

つ
み

ピ
ス
経
済

2
2
2
2
2
c
E
Z寸
)
、
こ
の
一
凸
J

で
あ
る
と
指
摘
し
て
い
る
。
い
い
か
え
れ
ば
、
国
家
の
役
訓
は
、
グ
ロ

l
パ
リ
ゼ

l
シ
ヨ
ン

エ
ス
ピ
ン
・
ア
ン
デ
ル
セ
ン
は
、
そ
の
理
山
を

金ι中政権における「現代化」と社会政策(1)

に
よ
る
国
際
山
限
切
の
変
化
と
、
国
内
に
お
け
る
社
会
・
経
凶
構
造
に
よ
っ
て
、
変
容
し
て
い
っ
た
と
い
う
こ
と
で
あ
る
c

こ
う
い
っ
た
議
論
が
交
わ
さ
れ
る
巾
で
、
東
ア
ジ
ア
に
お
け
る
新
興
工
業
同
は
、
「
人
此
跡
的
な
」
経
済
成
長
を
な
し
と
げ
る
の
で
あ
る
。

そ
し
て
、
こ
の
経
泊
成
長
の
原
因
・
特
徴
に
つ
い
て

い
わ
ゆ
る
「
発
展
モ
デ
ル
」
が
提
示
き
れ
、
こ
れ
ら
諸
国
を
分
析
す
る
際
に
用
い
ら

れ
る
有
力
な
理
論
に
な
一
口
て
い
っ
た
c

最
初
に
こ
の
モ
デ
ル
を
東
ア
ジ
ア
の
丈
脈
で
適
出
し
た
の
は
、

チ
ベ
ル
マ

l
ズ
・
ジ
ョ
ン
ソ
ン

(円
7

山一言。「
ω
』。
7

ヨ明。ヨ)

で
あ
り
、
彼
の
有
名
の
著
書

『通
産
省
と
日
本
の
奇
跡
』
中
で
は
、

日
本
の
は
社
凶
成
長
に
つ
い
て
、
発
展
モ
デ
ル

を
用
い
な
が
ら
説
明
し
て
い
る
υ

ン
ョ
ン
ソ
ン
は
、
日
本
の
経
済
成
長
の
要
因
を
、
社
会
の
件
ハ
バ
か
ら
独
立
し
た
白
ら
の

H
探
と
ピ
ン
ョ
ン

を
お
っ
て
い
た
通
附
摩
業
省
と
い
う
強
力
な
経
済
官
僚
制
が
、
土
導
し
た
発
展
的
、
計
画
合
理
的
、
効
率
志
向
的
な
川
家
の
市
場
へ
の
介
入
で

f
例
外
)

あ
る
と
、
五
張
し
て
い
る
。

こ
う
い
っ
た
ン
ョ
ン
ソ
ン
の
研
究
に
な
ら
い
、
韓
国
に
お
け
る
経
済
発
展
の
研
究
も
活
発
に
な
っ
て
い
き
、
こ
れ
ら
の
研
究
も
、
慢
国
に

お
け
る
直
按
的
な
国
家
の
介
入
に
よ
っ
て
、
鵠
国
は
経
治
成
長
を
成
し
遂
げ
た
と
↓
丁
張
す
る
も
の
が
ほ
と
ん
ど
で
あ
る
υ

韓
同
の
経
済
成

長
の
製
図
と
し
て
、
ま
た
、
緯
固
に
お
け
る
国
家
の
介
入
に
関
す
る
具
休
的
な
例
と
し
て
、
数
回
に
わ
た
る
経
済
五
ヵ
汗
計
画
、
銀
行
シ
ス

北法S7(fi.19)2:iri7
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テ
ム
に
関
す
る
完
全
な
コ
ン

T
E
l
ル
、
産
莱
政
策
に
よ
る
重

l
業
へ
の
直
接
介
入
、
そ
し
て
専
門
性
の
品
い
経
済
宵
僚
な
ど
が
挙
げ
ら
れ

る

(
と
く
に
、
肯
瓦
台
の
経
済
硲
帯
、
経
済
企
阿
局
な
ど
が
挙
げ
ら
れ
る
)
。

ーふ
i師

発
展
モ
デ
ル
洲
論
に
拠
る
研
究
芦
た
ち
は
、
市
場
へ
の
国
家
の
介
入
が
、
発
展
を
促
進
す
る
嬰
素
で
あ
る
と
、
γ

工張
L
、
特
に
、
産
業
政
策

が
、
そ
の
中
心
的
要
因
で
あ
る
と
指
摘
し
て
い
る
じ
さ
ら
に
、
競
争
力
を
維
持
す
る
た
め
に
は
、
園
内
経
済
に
お
け
る
特
定
の
産
業
を
発
展

一羽一

あ
る
い
は
削
減
す
る
選
択
的
な
崖
業
政
策
が
ボ
叫
欠
で
あ
る
と
い
う
議
論
も
あ
る
。
し
た
が
っ
て
、
束
ア
ン
ア
地
域
に
お
け
る
経
済
成
長

の
成
功
は
、
特
定
の
摩
業
に
対
し
て
、
政
府
が
限
ら
れ
た
資
源
を
集
中
さ
せ
る
「
谷
垣
市
場
」

(
目
。

2
E
R
-
-
R片岡
rZ)
に
よ
る
も
の
で
あ
る

と
さ
れ
る
。
こ
の
場
合
、
経
済
発
展
の
た
め
に
、
凶
家
が
戦
略
的
ア
ク
タ
ー
の
役
割
を
果
し
た
の
で
あ
る
。

し
か
し
、
発
展
モ
デ
ル
に
は
、
少
な
か
ら
ぬ
批
判
も
あ
る
。
そ
の
批
判
の
中
心
は
や
は
り
、
発
民
モ
デ
ル
に
お
い
て
は
、
社
会
的
な
コ
ス

ト
が
伴
う
こ
と
で
あ
ろ
う
。
そ
の
例
と
し
て
、
金
融
機
関
の
不
透
明
さ
や
、
政
府
・
企
業
問
に
お
け
る
川
職
な
と
が
あ
る
。

一幻

余
融
危
機
は
、
こ
れ
ら
の
批
判
を
象
微
す
る
も
の
で
あ
っ
た
と
も
い
え
よ
う
υ

一
九
九
七
年
の

い
ず
れ
に
せ
よ
、
東
ア
ジ
ア
に
お
け
る
経
済
成
長
の
安
囚
は
、
刊
誌
展
モ
デ
ル
が
が
す
よ
う
に
、
経
済
に
お
け
る
川
家
の
積
柿
的
な
介
入
が

不
川
欠
で
あ
る
こ
と
を
明
確
に
し
て
い
る
c

で
は
、
奇
跡
的
な
経
済
成
長
を
成

L
透
げ
た
東
ア
ジ
ア
諸
国
に
お
け
る
社
会
政
取
は
と
う
位
回

付
け
ら
れ
る
の
だ
ろ
う
か
。
こ
の
五
町
田
に
闘
し
で
は
、
以
下

で
検
討
す
る
こ
と
に
す
る
。

一
什
会
政
策
に
お
け
る
国
家
の
役
割

積
極
的
な
国
家
の
介
人
が
積
極
的
で
あ
る
稿
祉
凶
家
は

い
ま
や
先
進
同
の
亘
嬰
な
ね
徴
で
あ
る
と
い
え
る
c

も
ち
ろ
ん
、
制
祉
問
家
と

い
っ
「
仁
戒
ひ

一
律
で
は
な
く
、
国
に
よ
っ
て
内
容
は
、
日
体
々
で
あ
る
つ
ま
た
、
研
究
者
に
よ
っ
て
も
定
義
が
嫌
々
で
あ
る
。
そ
の
福
祉
国
家

の
定
義
に
お
け
る
、
相
違
点
と
し
て
、
ま
ず
挙
げ
ら
れ
る
の
は
福
祉
川
家
と
社
会
政
策
の
関
係
で
あ
ろ
う
。
福
祉
川
家
は
、
国
の
社
会
政
策
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の
総
計
な
の
か
、
そ
れ
と
も
そ
の
政
策
よ
り
優
越
し
た
制
度
な
の
か
、
こ
の
白
川
に
お
い
て
議
論
が
分
か
れ
る
。
た
と
え
ば
、
福
祉
国
家
論
の

先
駆
者
で
あ
る
ス

l
エ
デ
ン
の
凸

E
E〈

Zo--2
や
英
国
の
吋
己
に

R
乙
E
E
な
ど
は
、
福
祉
国
家
を
、
特
有
な
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
を
持

つ
制
度
ー
と
し
て
定
義
し
て
い
る
。
こ
の
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
ー
と
は
、
什
会
権
利
を
す
べ
て
の
山
氏
に
保
障
し
、
社
会
全
体
の
福
祉
を
保
障
す

る
と
い
う
も
の
で
あ
る
じ
こ
の
観
点
は
、
約
制
同
家
が
、

た
だ
」
早
に
社
会
政
策
の
総
司
で
は
な
い
と
い
う
こ
と
を
ム
丁
張
し
て
い
る
c

ま
た
、

同
ω℃

E
?一戸
E
2
m
g
が
王
娠
す
る
よ
う
に
、
発
展
途
上
国
に
お
い
て
も
あ
る
種
の
社
会
政
策
が
存
在
す
る
が
、
し
か
し
材
付
国
家
を
人
間
の

ニ
ー
ズ
を
恭
準
と
す
る
市
民
の
権
利
と
い
う
意
味
で
使
川
す
る
の
で
あ
れ
ば
、
福
相
国
家
は
、

O
E
C
D
-同
凶
以
外
に
適
川
で
き
な
い
と
い

お

う
こ
と
に
も
な
ろ
う
。
し
た
が
っ
て
、
什
会
福
祉
に
お
け
る
同
家
の
役
割
と
、
福
剖
凶
家
の
役
割
ー
と
い
う
の
を
、
ま
っ
た
く
同
の
も
の

と
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
の
で
あ
る
f

ど
の
国
も
、
何
か
し
ら
社
会
政
策
に
取
り
組
ん
で
い
る
が
、
社
会
政
策
を
遂
行
し
て
い
る
国
家
を
福

金ι中政権における「現代化」と社会政策(1)

付
同
家
だ
と
言
、
つ
こ
と
は
で
き
な
い
。
以
ド
t

で
は
、
社
会
楕
祉
提
供
に
お
け
る
国
家
の
役
刑
に
つ
い
て
説
明
し
た
い
と
考
え
る
つ

通
常
、
福
相
提
供
に
お
い
て
、
同
家
は
以
卜
の
川
つ
の
役
刑
を
果
す
コ
そ
れ
は
、
(
二
譲
波
(
丹
E
E
P
E円
)
、
(
一
)
提
供

5
5
4
E
Z
)
、

三
一
)
財
政
(
同
E
5
2
2
)
、

(
凶
)
制
轄
(
日
目
三
喜
三
、

で
あ
る
。

第
に
、
設
液
と
い
う
の
は
、
国
家
は
通
常
、
納
税
に
よ
っ
て
、
収
入
を
一
議
波
で
き
る
と
い
う
こ
と
で
あ
る
c

社
会
保
峰
、
ン
ス
テ
ム
で
は
、

様
々
な
グ
ル
ブ
(
例
え
ば
、
高
齢
者
、
配
偶
者
が
い
る
家
枚
、
障
害
者
、
失
業
者
な
ど
)
に
、
そ
の
金
銭
を
移
行
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

社
会
的
弱
者
や
低
収
入
者
層
に
対
す
る
収
入
の
再
分
配
と
い
う
面
で
は
、
こ
の

「
譲
浪
」
は
大
き
な
意
味
を
も
っ
コ
し
た
が
っ
て
、
社
会
保

障
ン
ス
テ
ム
は
、
国
家
が
多
打
な
社
会
グ
ル
ー
プ
の
統
合
や
連
仏
を
創
り
出
す
上
で
重
安
な
役
割
を
果
す
の
で
あ
る
。
第
一
に
、
福
祉
の
促

供
あ
る
が
、
こ
れ
は
、
土
に
、
教
育
、
凶
民
保
険
、
個
人
サ
ー
ビ
ス
と
い
っ
た
社
会
サ
ー
ビ
ス
の
提
供
を
指
す
仁
第
二
の
財
政
は
、
財
政
シ
ス

テ
ム
に
よ
り
、
間
接
的
に
福
祉
を
提
供
し
て
い
る
と
い
う
盲
古
川
休
で
あ
る
。
財
政
は
、
主
に
支
出
と
歳
入
と
い
う
二
つ
の
側
面
が
あ
る
が
、
作
此

入
に
関
し
て
は
、
納
税
は
財
政
の
資
切
と
し
て
位
置
づ
け
ら
れ
る
だ
け
で
な
く
、
社
会
政
策
の
道
具
、
と
し
て
の
志
昧
も
も
つ
の
で
あ
る
υ

た
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"見

と
え
ば
、

一
定
の
割
台
で
減
税
さ
れ
る
の
で
あ
る
。

カ
ナ
ダ
な
と
で
は
、
慈
善
を
促
す
た
め
に
、
特
定
の
公
的
機
関
に
寄
付
を
す
る
場
合
、

ま
た
、
民
間
セ
ク
タ
ー
、
企
業
、
あ
る
い
は
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
組
織
な
ど
と
い
っ
た
非
国
家
的
福
相
セ
ク
タ
ー
に
対
す
る
補
助
金
と
し
て
、
あ

ーふ
i師

る
一
定
の
川
家
ぷ
出
を
割
り
当
て
る
例
も
あ
る
。
こ
う
い
っ
た
意
味
で
、
同
家
は
福
祉
の
財
政
を
担
、
つ
役
割
を
米
し
て
い
る
c

最
後
に
、
福

ル
l
ル
を
設
定
す
る
こ
と
が
あ
る
c

非
同
家
的

制
提
供
に
お
け
る
、
調
整
の
役
刑
も
あ
る
c

つ
ま
り
、
非
国
家
制
祉
セ
ク
タ
ー
に
対
し
て
、

ア
ク
タ
ー
は
、
市
場
の
失
敗
か
ら
生
じ
る
問
題
を
抱
え
る
叫
能
性
が
あ
る
の
で
、
民
間
市
場
や
企
業
に
対
し
て
、
川
家
は
、
法
的
規
範
を
生

み
山
刊
す
の
で
あ
る
υ

以
上
の
制
祉
提
供
に
お
け
る
四
つ
の
役
割
は
、
凶
に
よ
っ
て
そ
の
相
刻
的
重
要
性
が
異
な
っ
て
い
る
。
ま
た
、
制
祉
提
供
に
関
す
る
国
家

の
役
割
事
態
も
変
一
作
し
つ
つ
あ
る
c

で
は
、
そ
の
変
存
に
つ
い
て
次
に
説
明
し
た
い
c

リ
ス
ク
か
ら
の
効
果
的
な
保
護
と
社
会
連
帯
の
強
化
と
い
う
共
通
の
傾

〔
ル
刊
〕

向
を
見
せ
て
い
た
υ

し
か
し
、
最
近
の
福
祉
同
家
論
に
お
い
て
は
、
信
相
国
家
の
多
様
な
類
型
を
設
定
す
る
こ
と
が
一
般
的
と
な
っ
て
い
る
。

こ
の
福
祉
国
家
の
類
型
に
関
し
て
は
、
ま
ず

d
E
E
E
の
研
究
が
挙
げ
ら
れ
る

o
d
E
5
2
は
、
福
祉
川
家
に
は
、
二
つ
の
類
型
が
あ
る

と
主
張
し
て
い
る
仁
(
ご
仲
間
余
型

(
Z
E
E主
個

々

人

の

ニ

l
ズ
が
、
家
放
や
私
的
山
場
で
充
足
さ
れ
な
い
場
合
の
み
、
祈
九
百
例
制
制

あ
る
時
期
ま

は
、
多
く
の
国
は
、
保
護
の
一
般
化
、

つ
ま
り
、

民
が
時
的
に
作
動
す
る
と
い
う
モ
デ
ル
、

(
一
)
産
業
業
績
達
成
型

(--EZ己
コ
己

R
Z
2
η
自
己
ニ
官
三
。
コ
回
目
2
)

経
一
凶
の
従
属
物
と
し

て
の
社
会
制
祉
制
度
に
、
重
要
な
役
割
を
も
っ
付
随
的
な
も
の
を
つ
け
加
え
、
社
会
的
ニ
ー
ズ
が
ゆ
績
や
労
働
の
業
積
や
牛
産
性
に
某
づ
い

て
充
足
さ
れ
る
モ
デ
ル

(
一
一
)
制
度
的
再
分
配

m
(
E
E
Z
E
E
-
円

2
P
E
E
2
2
)

社
会
福
祉
を
社
会
に
お
け
る
キ
妥
な
統
合
的
制
度

F

乱」

ニ
l
ズ
の
原
理
に
沿
っ
て
、
山
場
の
外
部
で
普
通
主
義
的
な
サ
ー
ビ
ス
を
提
供
す
る
と
い
う
モ
デ
ル
、
こ
れ

と
し
て
み
る
も
の
で
あ
り
、

ら
の
二
つ
の
モ
デ
ル
を
提
小
し
て
い
る
。
ま
た

2
2
-
E
E
E
ヨ
-Zロ
も
、
信
相
国
家
を
二
つ
の
類
型
に
分
類
し
て
い
る
。
そ
れ
に
よ
れ

lま

(
)
介
入
的
同
家

S
S
E
E
-
E
E
)

(
一
)
社
会
保
障
国
家

(
f
E
P
-
-
2戸
5
3
2
E色、

(
一
)
社
会
福
祉
国
家

(
E
D
P
-
g
E
P
2
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戸
川

M

ω
F
m
t
)
。
そ
し
て

問
。
円
七
戸

i
u

J
「

E
E
Z
に
頒
似
し
た
制
度
・
残
余
的
区
別
を
し
て
い
る
つ

こ
れ
ら
と
買
な
る
ア
プ
ロ
ー
チ
と
し
て
は
、
信
相
国
家
と
経
済
の
関
係
を
、
政
治
経
済
で
説
明
す
る
も
の
が
あ
る
。
そ
の
う
ち
、

エ
ス
ピ

ン
・
ア
ン
デ
ル
セ
ン
の
福
祉
レ
ジ
ー
ム
の
類
型
が
最
も
影
響
力
の
あ
る
研
究
で
あ
る
と
い
え
よ
う
。

エ
ス
ピ
ン
・
ア
ン
デ
ル
セ
ン
は
、
政
策

ア
ウ
ト
ブ
ァ
ト
、
脱
商
品
化
に
悶
す
る
福
祉
へ
の
影
町
営
(
社
会
政
取
に
よ
っ
て
、
個
人
が
と
れ
だ
け
市
場
に
和
ら
ず
に
収
人
を
得
ら
れ
消
費

で
き
る
か
)
、
そ
し
て
附
層
化
シ
ス
テ
ム
に
対
す
る

7
f
ド
パ

y
ク
効
果
が
あ
る
か
と
い
う
、
政
治
経
済
に
即
し
た
、
三
つ
の
村
祉
レ
ジ
ー

ム
を
促
示
し
た
c

そ
の
一
つ
の
レ
ジ
ー
ム
と
い
う
の
は
、
白
山
、
土
議

E
Z
E
C
、
保
守
ポ
義

(
2
5
2
2
2
2
)
、
そ
し
て
社
会
民
、
土
、
土
義

ω
C
C】
包
一

ι何百
C
代
戸
戸
汁
ド
《
い
)

で
あ
る
c

こ
こ
で
、

エ
ス
ピ
ン
グ
・
ア
ン
デ
ル
セ
ン
が
提
示
し
た
二
つ
の
福
祉
レ
ジ
ー
ム
に
つ
い
て
、
筒
、
単
に
孔

明
を
加
え
て
お
き
た
い
f

金ι中政権における「現代化」と社会政策(1)

ま
ず
、
白
山
主
義
的
な
福
祉
同
一
本
は
、
最
低
限
の
所
得
分
配
、
最
低
限
の
社
会
保
健
プ
ラ
ン
、
そ
し
て
資
産
調
査
(
己

2
ロ
ヱ
の
己
)

的
扶
助
と
い
っ
た
品
低
限
の
福
祉
を
提
供
す
る
と
い
っ
た
特
徴
を
有
し
て
い
る
υ

こ
の
レ
ン

l
ム
で
は
、
福
祉
を
最
低
限
に
す
る
こ
と
に

だよ
とっ
百て
え

るdti制
C 祉

の
依
存
者，

制
限
す
る

少

を
リ
的
ル

し
て
し、

る

い
い
か
え
れ
ば
、
働
く
代
わ
り
に
術
相
を
も
ら
う
こ
と
を
制
限
す
る
も
の

保
守
主
義
的
な
福
祉
同
家
は
、
「
コ

l
ポ
ラ
テ

f
ズ
ム
的
」
悩
祉
同
家
と
も
い
わ
れ
る
が
、
口
山
主
義
の
よ
う
に
山
場
の
効
率
性
や
商
品

山
川
場
に
依
存
し
た
福
祉
に
対
す
る
せ
き
に
ん
を
相
、
つ
と
い
う
構
図
に
な
っ
て
い
る
。
ま
た
、
こ
の
レ
ジ
ー
ム

化
に
は
あ
ま
り
執
f
h
せ
ず
、

に
お
い
て
は
、
教
会
の
影
響
力
が
強
い
た
め
、
伝
統
的
家
族
制
度
が
想
一
定
さ
れ
、
「
補
完
怜
」

一
Mm
一

供
で
き
な
い
場
合
に
、
凶
家
が
介
入
す
る
と
い
う
引
い
組
み
に
な
っ
て
い
る
c

の
原
理
に
基
づ
き
、
家
族
が
サ
ー
ビ
ス
を
促

最
後
に
、
社
会
民
、
土
↓
丁
義
レ
ジ
ー
ム
は
、
最
低
限
の
ニ

l
ズ
を
慕
準
と
し
た
干
等
で
は
な
く
、
最
古
同
水
準
の
干
等
を
実
現
し
よ
う
と
す
る

へ
閉
山
一

理
想
を
掲
げ
て
い
る
コ
ま
た
、
昔
、
過
半
義
に
基
づ
い
た
単
一
の
保
位
制
度
を
提
供
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
す
べ
て
の
山
民
が
凶
家
か
ら
そ

の
ノ号、
戸、

北法S7(fi.2:i) 2:i日



"見

い
わ
ば
社
会
川
旭
川
市
を
作
り
出
す
構
凶
に
な
っ
て
い
る
の

の
回
巴
市
中
を
受
け
、
制
度
に
依
存
し
、
財
政
的
に
l
え
え
よ
う
と
す
る
必
安
を
感
じ
る
、

で
あ
る
。
ま
た
、
伝
統
的
な
家
族
、
土
義
を
基
盤
と
し
た
コ

l
ポ
ラ
テ
イ
ズ
ム
、
す
な
わ
ち
家
族
が
福
祉
を
負
担
で
き
な
く
な
っ
た
と
き
に

ーふ
i師

国
家
が
介
入
す
る
と
い
う
構
凶
で
は
な
く
て
、
あ
ら
か
じ
め
家
族
が
負
担
す
る
で
あ
る
コ
ス
ト
を
社
会
化

L
、
家
放
へ
の
依
存
で
は
な
く
、

f
4
 

個
人
の
白
律
を
月
指
す
こ
と
を
回
様
と
し
て
い
る
c

し
か
し
、
こ
の
よ
う
な
福
制
体
制
を
維
持
す
る
た
め
に
は
、
膨
大
な
コ
ス
ト
が
か
か

一位一

る
た
め
、
こ
の
レ
ン
ム
で
は
、
完
全
府
川
の
達
成
に
依
存
し
て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
で
あ
る
。
そ
の
た
め
、
で
き
る
だ
け
所
得

移
転
に
依
存
す
る
人
を
最
小
限
に
す
る
こ
と
が
要
求
き
れ
る
。

し
か
し
、
東
ア
ジ
ア
の
正
脈
に
こ
れ
ら
の
レ
ジ
ー
ム
モ
デ
ル
を
適
川
す
る
こ
と
は
難
し
い
c

工
ス
ピ
ン
・
ア
ン
デ
ル
セ
ン
白
身
も
、
例
え

4
J
 

F
4
 

ば
日
本
を
、
白
身
が
提
示
し
た
レ
ン
ム
の
混
ム
円
で
あ
る
と
指
摘
し
て
い
る
c

ま
た
、
「
体
制
形
成
期
の
ア
ン
ア
ヨ
ヨ
の
政
治
構
造
は
、

戸生

エ
ス
ピ
ン
ア
ン
デ
ル
セ
ン
の
一
つ
の
モ
デ
ル
の
い
ず
れ
に
も
あ
て
は
ま
ら
な
い
」
と
も
述
べ
て
い
る
υ

で
は
、
東
ア
ジ
ア
、
ま
た
は
ア
ジ
ア
と

P
の
価
祉
同
家
形
成
は
、
ど
う
欣
置
付
け
ら
れ
る
の
か
。
次
節
に
お
い
て
、
近
年
ム
日
頭
し
て
い

る
「
束
ア
ジ
ア
福
相
モ
デ
ル
」
に
つ
い
て
説
明
を
加
え
る
こ
と
に
す
る
。

第
一
節

東
ア
ジ
ア
の
福
相
国
家
論

「
束
ア
ジ
ア
相
祉
モ
デ
ル
」
を
め
ぐ
っ
て

原
論
で
も
述
べ
た
よ
う
に
、
近
年
、
東
ア
ジ
ア
福
祉
論
・
東
ア
ジ
ア
福
祉
モ
デ
ル
ー
と
い
う
概
念
が
論
じ
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
て
き
て
い
る
。

東
ア
ジ
ア
諸
国
で
は
、
福
祉
シ
ス
テ
ム
が
活
発
に
な
っ
て
く
る
時
期
は
、

一
般
的
に
九

0
年
代
に
入
っ
て
か
ら
で
あ
る
c

そ
の
理
山
と
し
て
、

い
く
つ
か
挙
げ
ら
れ
る
の
は
、
以
下
の
数
山
、
で
あ
ろ
う
っ
第
一
に
、
束
ア
ジ
ア
諸
凶
で
は
、
民
↓
丁
化
以
前
は
、
社
会
政
策
な
い
し
制
度
が
光

分
に
構
築
・
機
能
し
て
い
な
か
っ
た
こ
と
、
第
二
に
、

八
口
汗
代
後
半
か
ら
末
に
か
け
て
、
民
ふ
T
化
を
し
、
そ
れ
に
伴
、
っ
大
き
い
流
れ
と
し

北法;)7(6・24)2562



て
福
相
へ
の
要
求
が
あ
り
、
政
治
的
課
題
に
な
っ
て
い
っ
た
こ
と
、
そ
し
て
第
一
に
、
都
山
化
に
よ
っ
て
、
従
来
家
族
な
い
し
コ
ミ
ユ
ニ
テ

f
ー

が
担
心
す
る
は
ず
で
あ
っ
た
扶
助
機
能
が
衰
退
す
る
と
と
も
に
、
高
齢
化
に
伴
う
福
祉
へ
の
要
求
の
増
大
し
た
こ
と
、
そ
し
て
、
経
済
危
機

な
と
と
い
っ
た
社
会
の
不
安
定
が
増
大
し
て
い
る
と
い
っ
た
社
会
変
動
に
ま
つ
わ
る
要
同
が
挙
げ
ら
れ
る
。
こ
れ
ら
の
要
同
が
意
味
す
る
こ

と
は
、
束
ア
ジ
ア
諸
国
に
お
け
る
従
来
の
約
制
ン
ス
テ
ム
が
、
政
治
的
・
社
会
的
・
経
済
的
変
動
や
変
化
に
対
応
で
き
な
く
な
っ
た
こ
と
を

示
し
て
い
る
。
そ
し
て
、
東
ア
ジ
ア
諸
国
で
は
、
相
祉
を
構
築
・
再
編
す
る
流
れ
が
山
来
て
き
た
と
い
え
る
の
で
あ
る
つ

で
は
、
こ
、
つ
い
っ

た
流
れ
を
踏
ま
え
な
が
ら
、
東
ア
ジ
ア
福
祉
モ
デ
ル
に
関
す
る
議
論
は
、
具
体
的
に
は
と
う
い
う
も
の
か
、
ま
た
束
ア
ジ
ア
福
祉
モ
デ
ル
と

い
う
も
の
が
有
在
す
る
の
か
と
い
っ
た
課
題
に
つ
い
て
、
以
ャ
で
検
討
し
て
み
る
こ
と
に
す
る
。

束
ア
ン
ア
工
業
国
地
域
の
社
会
福
相
シ
ス
テ
ム
の
研
究
は
、
近
作
ま
で
、
こ
の
地
域
外
で
は
あ
ま
り
知
ら
れ
て
い
な
か
っ
た
c

こ
れ
は
、

金ι中政権における「現代化」と社会政策(1)

こ
の
地
域
に
お
け
る
社
会
福
祉
シ
ス
テ
ム
じ
た
い
が
新
し
い
も
の
だ
と
い
う
こ
と
だ
け
で
説
明
で
き
る
も
の
で
は
な
く
、
そ
も
そ
も
社
会
福

付
ン
ス
テ
ム
自
体
が
新
し
い
物
で
あ
る
た
め
、
比
較
的
新
し
い
学
問
分
野
で
あ
る
と
い
う
こ
と
も
確
認
し
て
お
か
ね
は
な
ら
な
い
だ
ろ
う
。

こ
れ
ら
の
緋
先
を
見
る
と
、
東
ア
ジ
ア
に
お
け
る
白
岡
の
研
究
も
、
近
年
ま
で
凶
欧
の
分
析
に
依
拠
し
た
も
の
が
多
い
。
西
欧
の
社
会
福

制
比
較
研
究
の
現
状
に
回
を
転
じ
れ
ば
、
こ
の
数
年
、
束
ア
ジ
ア
を
分
析
す
る
研
究
が
月
1
4
っ
て
き
て
い
る
こ
と
が
確
認
で
き
る
c

と
り
わ

け
、
日
本
を
一
分
析
対
象
と
し
て
い
る
研
究
が
多
く
見
ら
れ
る
。
し
か
し
、
そ
の
多
く
の
研
究
は
、
日
本
の
社
会
福
祉
を
白
欧
的
枠
組
み
の

尺
度
か
ら
測
る
も
の
が
多
く
、
そ
し
て
丙
欧
的
枠
組
み
に
当
て
は
ま
ら
な
い
円
本
を
、
新
た
な
枠
組
み
と
し
て
提
示
す
る
の
で
は
な
く
、
「
例

外
」
ー
と
し
て
み
な
そ
う
ー
と
す
る
も
の
が
多
い
。
し
か
し
、
円
本
を
九
円
め
た
韓
国
平
台
湾
、
な
ど
と
い
一
口
た
束
ア
ジ
ア
の
新
興
業
地
域
に

お
け
る
社
会
例
制
の
発
民
は
、
「
山
欧
」

の
判
明
型
と
で
分
析
し
「
例
外
」
と
す
る
よ
り
も
、

い
わ
ば
そ
の

「
例
外
」
が
日
本
以
外
に
も
束
ア

ジ
ア
諸
国
・
地
域
に
複
数
有
在
す
る
こ
と
に
な
る
の
だ
か
ら
む
し
ろ
「
東
ア
ジ
ア
社
会
悩
付
レ
ジ
ー
ム
」
と
い
う
類
型
を
小
す
こ
と
が
可
能

的〕

に
な
る
の
で
あ
る
υ

実
際
、
そ
の
新
た
な
レ
ン

l
ム
を
拠
出
で
き
る
の
で
は
な
い
か
と
い
う
こ
と
を
示
し
て
い
る
研
究
も
向
現
し
て
い
る
υ

北法57(6-25)2;;63



"見

一
人
に
よ
れ
ば
、
「
歴
史
的
に
日
本
、
峰
川
、

そ
し
て
台
湾
は
、
丙
欧

ベ
ン
グ
は
以
「
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
υ

R 

グ
ブ
ド
マ
ン
と

I

の
社
会
福
祉
を
様
々
な
側
而
を
取
り
入
れ
、
そ
し
て
彼
ら
独
口
の
r
止
化
的
、
政
治
的
そ
し
て
社
会
背
景
に
よ
っ
て
白
分
た
ち
の
シ
ス
テ
ム
の

ーふ
i師

巾
に
西
欧
の
パ
タ
ー
ン
を
再
統
台
、
門
編
成
し
て
き
た
の
か
も
し
れ
な
い
。
し
か
し
、

だ
か
ら
と
い
っ
て
こ
れ
ら
束
ア
ジ
ア
の
什
会
福
相
レ

ジ
l
ム
が
特
定
の
山
欧
の
パ
タ
ー
ン
を
模
倣
し
、
あ
る
い
は
追
従
し
て
き
た
と
い
う
こ
と
を
則
ら
か
じ
す
る
こ
と
は
雑
し
い
c

そ
う
で
は
な

く
、
束
ア
ン
ア
の
社
会
制
祉
レ
ジ
ー
ム
は
、
そ
れ
白
身
の
特
定
の
丈
脈
に
お
い
て
研
究
さ
れ
る
必
要
が
あ
る
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
丙
欧
の

パ
タ
ー
ン
に
適
合
さ
せ
る
よ
り
も
む
し
ろ
白
分
た
も
の
伝
統
的
文
化
的
な
枠
組
み
の
巾
か
ら
解
決
策
を
見
向
そ
う
と
し
て
い
る
こ
と
を
一
不
し

て
い
る
c

私
た
ち
は
す
く
な
く
と
も
台
市
、
韓
同
と
い
う
新
興
業
地
域
群
お
よ
び
戦
絞
の
日
本
ー
と
い
う
ポ
ス
ト

L
装
化
凶
で
は
、

し一

か
L

り

f
lし

に
、
「
西
欧
」
の
流
れ
に
治
っ
た
社
会
稿
祉
民
刷
の
パ
タ
ー
ン
か
ら
の
五
離
が
み
ら
れ
る
と
い
う
こ
と
を
↓
丁
張
す
る
」
じ
近
年
、
「
東
ア
ン
ア

福
祉
レ
ジ
ー
ム
」
と
い
う
概
念
が
、
新
た
に
提
起
さ
れ
て
き
て
い
る
の
で
あ
る
。

般
的

緯
凶
ゃ
ム
川
市
に
関
す
る
既
存
の
研
究
は
、
上
に
述
べ
た
グ
ソ
ド
マ
ン
や
ベ
ン
グ
の
よ
う
に
、

マ
ク
ロ
社
会
福
祉
学
的
、
政
治
経
治
的
な
ア

ブ
ロ
ー
チ
が
多
く
、
福
相
国
家
の
起
淑
ー
と
そ
の
特
徴
(
類
型
)
を
分
析
刻
象
と
し
て
い
る
も
の
が
多
い
。
こ
う
い
っ
た
研
究
で
重
伺
さ
れ
る

要
因
は
、
構
造
的
安
同
、
政
治
経
治
状
川
の
暦
史
的
品
川
景
、
そ
し
て
文
化
的
要
同
で
あ
る
c

た
と
え
ば
、

要
閃
に
注
目
し
、
台
湾
キ
韓
同
を
含
む
東
ア
ジ
ア
諸
国
に
見
ら
れ
る
村
祉
同
家
は
、
因
不
や
山
場
で
は
な
く
、
{
永
放
が
中
心
的
役
討
を
果
た

-
J
E
2円
己
主
。
は
、
社
会
政
策
は
経
済
発
展
を
中
心
と
し
た
経
済
政
策
を
補
助
す
る
た
め
の
政
策
(
開
発
補

-
-
5
r
z
-
P
Eロ
は
、
社
会
保
障
制
度
は
、
政
権
の
川
市
怜
を
伴
保
す
る
た
め
の
道
具

P
5
2
-
コ乙
2
2
は
、
主
化
的

し
て
い
る
と
述
べ
、
ま
た
、

助
的
社
会
政
策
)

で
あ
る
と
述
べ
て
い
る
。
ま
た
、

(口。一
-
2
0
印
。
二
の
均
一
己
ヨ
ロ
2
0己
)

グ
ッ
ド
マ
ン
と
ベ
ン
グ
は
、
特
徴
的
な
社
会
政
策
を
見
せ
な
が
ら
も
、
経
済

で
あ
る
と
主
張
し
、
最
後
に
、

的
な
状
況
に
左
右
さ
れ
て
し
ま
う
と
↓
丁
張
し
て
い
る
。

こ
う
し
た
研
究
に
お
い
て
、
「
東
ア
ジ
ア
福
付
レ
ジ
ー
ム
」
と
さ
れ
る
概
念
の
核
と
さ
れ
た
も
の
は
何
で
あ
ろ
う
か
。
何
が
そ
の
レ
ジ

l
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ム
を
成
り
社
た
せ
る
と
唱
え
ら
れ
て
い
る
の
、
だ
ろ
う
か
つ
既
存
の
術
究
に
お
い
て
、
東
ア
ジ
ア
と
い
う
枠
組
み
に
設
定
さ
れ
た
同
は
、
刊
本
、

韓
同
、
台
湾
と
い
っ
た
二
カ
同
に
限
伝
ο
れ
て
い
る
っ
そ
の
科
白
は
、
こ
の
一
カ
凶
に
は
、
比
較
叶
能
な
共
通
点
が
い
く
つ
か
あ
る
か
ら
で

あ
る
。
グ
y
ド
マ
ン
ー
と
ベ
ン
グ
は
、
そ
の
共
通
点
に
つ
い
て
以
い
の
よ
う
に
指
摘
し
て
い
る
c

(

)

歴
山
人
的
関
係
性
が
大
き
い
雫
、

民
族
的
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
f
構
造
の
中
に
儒
教
概
念
が
内
在
し
て
い
る
こ
と
、

(
一
)
伝
統
的
に
高
度
な
中
央
集
権
的
(
同
僚
制
度
を
も
ち

戦
後
は
一
党
単
独
政
権
を
経
験
し
、
ま
た
政
治
的
変
化
も
経
験
し
て
い
る
こ
と
、

(
四
)
戦
後
、
以
刻
な
経
済
的
困
難
や
同
本
的
荒
院
の
時

期
を
迎
え
、
ま
た
反
共
産
烹
義
を

U
的
と
す
る
ア
メ
リ
カ
の
大
規
校
な
支
援
を
受
け
、
著
し
い
経
済
成
長
を
経
験
し
た
こ
と
、

(
五
)
近
年

の
経
済
成
長
問
に
、
比
較
的
者
い
、
非
常
に
高
い
教
育
を
受
け
た
比
較
的

ιい
層
を
利
用
し
て
い
る
こ
と
、

ム
ハ
)
経
済
成
長
は
本
質
的
に

輸
出
経
済
を
基
本
と
し
て
き
で
い
る
こ
と

(
七
)
労
働
心
へ
の
投
資
、
は
経
済
成
長
に
と
っ
て
決
定
的
に
重
要
で
あ
っ
た
こ
と
、

八
)
実
力

金ι中政権における「現代化」と社会政策(1)

主
義
を
慕
慌
に

L
、
社
会
で
失
敗
す
る
人
た
ち
は
、
頼
る
と
こ
ろ
が
な
く
、
結
県
的
に
は
自
己
責
任
を
意
味
し
、
結
果
社
会
の

「
弱
者
」
に

刈
す
る
保
護
が
あ
ま
り
な
い
}
」
と

(
九
)
比
較
的
丙
い
女
性
の
労
働
力
率
が
確
認
で
き
、
こ
れ
ら
社
会
に
お
い
て
女
性
が
周
辺
労
働
力
不

(一

O
)
例
外
は
あ
る
に
せ
よ
、
戦
後
ほ
と
ん
と
の
期
間
、
労
働
組
合
述
動
が
弱
い
こ
と
、

二

二

戦

絞

可
欠
な
構
成
部
分
で
あ
る
こ
と
、

に
お
い
て
は
、
低
い
失
業
半
と
高
い
検
挙
率
、
低
下
す
る
乳
幼
児
死
亡
半
、
低
い
イ
ン
フ
レ
ー
シ
ョ
ン
が
碓
訟
で
き
、
人
種
的
に
同
質
的
で

あ
る
と
い
う
イ
デ
オ
ロ
ギ
(
移
民
が
ほ
と
ん
ど
な
い
こ
と
か
ら
)
、
そ
し
て
階
級
が
存
在
し
な
い
と
い
う
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
が
有
在
す
る
こ
と
、

(
二
)
権
威
が
高
度
に
巾
央
集
権
化
さ
れ
た
シ
ス
テ
ム
が
、
単
一
氏
族
と
相
階
級
と
い
う
イ
メ
ー
ジ
に
某
づ
く
川
の
ア
イ
デ
ン
テ
f
テ
ィ

の
構
築
に
力
を
日
い
で
き
た
こ
と

(
二
二
)
こ
れ
ら
の
什
会
で
は
、
数
多
い
エ
リ
ー
ト
が
海
外
、
ー
と
り
わ
け
ア
メ
リ
カ
ム
ロ
衆
凶
へ
の
留
山
中
一
千

経
験
が
あ
り
、
現
代
の
シ
ス
テ
ム
を
変
え
る
と
い
っ
た
新
し
い
考
え
ー
を
、
本
凶
に
持
ち
帰
、
λ
る
と
い
っ
た
現
状
が
椛
認
で
き
る
こ
と
、
(
一

四
)
最
後
に
、
福
祉
政
策
は
吟
社
会
的
な
配
慮
よ
り
も
経
済
的
配
曜
に
左
右
さ
れ
、
指
導
的
立
場
の
エ
リ
ー
ト
な
と
は
、
政
治
的
危
機
に
由

面
し
た
と
き
に
だ
け
に
、
社
会
福
川
刊
の
制
度
的
概
念
を
受
け
入
れ
、

そ
の
後
危
機
を
克
服
す
る
と
、
「
儒
教
」
文
化
的
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
に
頼
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り
「
社
会
制
祉
の
残
余
的
概
念
」
に
回
帰
す
る
と
い
っ
た
構
凶
が
存
在
す
る
こ
と
、
な
と
で
あ
っ
た
っ

こ
こ
で
、
福
祉
に
関
係
す
る
重
要
な
ポ
イ
ン
ト
に
つ
い
て
、
簡
単
に
検
討
し
て
お
き
た
い
っ
ま
ず
、
儒
教
概
念
に
は
、
福
祉
に
関
係
す
る

ーふ
i師

重
要
な
キ
ー
ワ
ー
ド
が
含
ま
れ
て
お
り
、

た
と
え
ば
円
卜
の
入
、
年
長
苫
に
刻
す
る
尊
敬
、
親
孝
行
、
自
己
よ
り
も
集
団
を
再
安
伺
す
る
こ

と
、
な
ど
と
い
っ
た
キ
ー
ワ
ー
ド
が
あ
げ
ら
れ
る
じ
ま
た
、
儒
教
概
念
は
、
も
と
よ
り
家
族
的
概
念
が
強
嗣
さ
れ
、
家
父
長
的
権
威
、
性
役

制
の
分
離
、
女
性
の
従
属
件
な
ど
が
含
ま
れ
て
い
る
。
こ
う
い
っ
た
儒
教
的
概
念
が
、
今
日
の

H
本
、
韓
同
、
台
湾
の
社
会
に
根
強
く
存
在

し
て
い
る
か
い
な
い
か
と
い
う
こ
と
は
こ
こ
で
は
議
論
し
な
い
が
、
少
な
く
て
も
こ
こ
で
い
え
る
こ
と
は
、
こ
う
い
う
た
儒
教
概
念
が
、

き
よ
り
政
府
の

「
反
社
会
福
祉
的
L

H
伝
に
利
用
さ
れ
た
と
い
う
こ
と
で
あ
ろ
う
。

次
に
、

卜
に
述
、
へ
た
第
九
番
リ
の
ポ
イ
ン
ト
に
つ
い
て
、
補
足
す
る
こ
と
に
す
る
c

久
性
の
労
働
力
率
に
つ
い
て
、

O
E
C
D
の
資
料
に

一
九
九

O
年
の
数
怖
は
、
日
本
が
T
1
七
・
一
%
、
そ
し
て
韓
川
は
刊
九
・
九
%
、
一
一

0
0
一
す
の
数
値
は
、
日
本

が
半
九
・
九
%
、
幹
同
が
五
一
・
八
%
で
あ
る
こ
と
が
確
認
で
き
る
。
上
に
も
述
べ
た
よ
う
に
、
こ
の
高
い
数
値
は
、
女
性
の
周
辺
労
働

力
が
不

4
欠
で
あ
る
こ
と
を
意
味
す
る
と
巴
わ
れ
る
が
、
し
か
し
、
不
泌
の
時
期
に
は
、
男
女
の
役
割
分
業
、
す
な
わ
ち
男
性
が
公
的
領
域

基
づ
い
て
見
て
み
る
と
、

を
担
巾

L
、
女
性
が
家
族
内
領
域
を
旧
引
当
す
る
、
と
い
っ
た
よ
う
な
こ
と
が
意
図
的
か
つ
一
戦
略
的
レ
ト
リ
ッ
ク
と
し
て
表
明
さ
れ
る
こ
と
が

あ
っ
た
、
し
た
が
っ
て
、
女
性
が
家
族
内
相
付
の
提
供
者
を
担
、
つ
と
い
う
よ
う
な
唱
え

h
が
誘
凡
凡
さ
れ
、

パ
ー
ト
タ
イ
ム
労
働
な
ど
を
し
な

一コ

が
ら
女
性
が
丙
齢
の
親
族
の
面
倒
を
見
る
と
い
っ
た
構
図
が
出
現
す
る
川
能
性
も
あ
る
と
グ

y
ド
マ
ン
と
ベ
ン
グ
は
、
指
摘
し
て
い
る
。

こ
の
構
図
も
ま
た
、
問
教
の
叫
ん
守
山
に
沿
っ
一
て
考
え
る
と
、
家
放
(
女
性
)

が
福
祉
を
担
う
と
い
っ
た
考
え
方
が
別
伴
で
あ
り
、
こ
れ
も
ま
た

戦
略
的
に
使
用
さ
れ
る
レ
ト
リ
ッ
ク
で
あ
る
と
考
、
え
ら
れ
る
ロ

最
後
に

一
川
書
日
の
ポ
イ
ン
ト
で
述
、
へ
た
こ
と
で
あ
る
。
こ
れ
ら
の
同
は
、
経
消
を
最
優
先
し
て
き
た
た
め
に
、
経
済
へ
の
配
慮
が
優

先
さ
れ
、
儒
救
的
『
止
化
の
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
に
頼
り
、
「
社
会
福
川
刊
の
残
余
的
概
念
」
に
回
帰
す
る
と
い
っ
た
朴
の
議
論
を
引
用
し
た
が
、
ま

北法;)7(6・28)25日
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さ
に
、
こ
れ
ら
の
国
で
の
社
会
福
祉
は
、
残
余
的
な
も
の
だ
と
さ
れ
て
い
た
υ

し
か
し
、

日
本
を
先
頭
に
、
こ
の
概
念
か
ら
脱
却
し
つ
つ
あ

り
(
押
川
、
台
汚
に
関
し
て
は
、
近
年
に
比
ら
れ
る
現
象
で
は
あ
る
が
て
こ
れ
が
い
わ
ゆ
る
「
東
ア
ジ
ア
ー
侃
相
モ
デ
ル
」

発
点
で
あ
る
と
い
え
る
。
し
か
し
、
こ
う
い
一
口
た
研
究
が
盛
ん
に
な
る
一
方
で
、
他
方
で
は
「
束
ア
ジ
ア
福
相
モ
デ
ル
」

の
概
念
化
の
山

の
宏
主
件
を
疑
問

視
す
る
研
究
も
も
ち
ろ
ん
あ
る
ι

「
束
ア
ン
ア
付
制
モ
デ
ル
」
に
対

L
h口
正
的
な
見
小
刀
を
す
る
瑚
白
と
し
て
、
ア
ジ
ア
ス
[
何
ω
各
同
に
お
け
る
社
会
保
障
制
度
の
整
備
状
況

に
差
が
あ
る
こ
と
が
指
摘
さ
れ
る
c

そ
し
て
、
こ
う
い
う
た
耐
究
は
、
国
家
と
労
働
団
体
の
関
係
、
そ
し
て
「
包
摂
的
コ
ー
ポ
ラ
テ
イ
ズ
ム

(
E己
5
5
5
3
2
H
口
C
2
5目
ご
が
成
?
V
し
て
い
る
か
ど
う
か
と
い
う
分
析
軸
で
谷
川
の
比
較
研
究
を
行
ワ
て
い
る
。
包
摂
的
コ

l
ボ
ラ
テ
イ

ズ
ム
と
は
、
国
家
エ
リ
ー
ト
が
有
力
な
労
働
川
体
を
因
説
の
同
連
組
織
に
と
り
込
む
こ
と
を
怠
味
す
る
じ
ち
な
み
に
、
も
う
一

h
で
、
排
除

金ι中政権における「現代化」と社会政策(1)

的
コ

l
プ
ラ
テ
イ
ズ
ム

(の

VAn-55Eご
の

宝

℃

O
Z
E
ω
目
)
と
い
う
概
念
は
、
新
し
い
川
家
と
社
会
の
関
係
を
つ
く
る
た
め
、
右
ハ
凡
な
労
働
団

休
を
解
散
し
て
、
そ
れ
を
新
た
に
再
編
す
る
こ
と
で
あ
る
。
た
と
え
ば
、

卜
村
の
耐
究
に
よ
れ
ば
、
ム
日
湾
、
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
、
幹
国
で
は
、

国
家
エ
リ
ー
ト
た
ち
は
「
排
除
」
的
な
政
策
を
選
択
す
る
が
、
台
湾
ー
と
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
で
は
、
反
政
府
的
組
織
が
強
く
弾
圧
さ
れ
、
逆
に
政

府
に
協
調
的
な
労
働
団
体
が
設
I

止
さ
れ
た
と
さ
れ
る
c

他
方
で
、
棲
同
で
は
、
ア
メ
リ
カ
の
信
託
統
治
下
に
お
い
て
労
働
運
動
を
含
め
た
京

派
的
運
動
が
厳
し
く
弾
圧
さ
れ
た
た
め
、
朴
正
県
政
権
は
、
積
極
的
に
労
働
川
体
を
弾
圧
し
て
、
新
し
い
団
体
を
創
設
す
る
ほ
ど
に
は
至
ら

な
か
っ
た
コ
し
た
が
っ
て
、
台
汚
と
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
で
は
、
「
包
摂
的
コ
ー
ポ
ラ
テ
イ
ズ
ム
」
が
半
い
時
期
に
成
!
止
し
導
入
さ
れ
た
の
に
対
し
、

韓
国
で
は
比
較
的
に
遅
い
段
階
で
導
入
さ
れ
た
の
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
、
上
村
は
、
「
ア
ジ
ア

Z
F
の
福
祉
川
家
形
成
に
は
、
こ
の
二

種
類
の
傾
向
が
見
、
λ
る
」
と
主
張
し
、
こ
の
違
い
が
、
「
各
国
・
地
域
に
お
け
る
現
在
の
例
制
シ
ス
テ
ム
の
あ
り
ょ
う
を
規
定
し
て
い
る
」

の
で
、

J
-
P
の
福
祉
国
家
形
成
の
歴
史
を
検
討
し
て
い
く
と
、
福
祉
国
家
に
「
束
ア
ジ
ア
モ
デ
ル
」
が
あ
る
と
い
う
仮
説
は
、
疑
わ
し
く

f
f
 

な
る
よ
う
に
必
わ
れ
る
」
と
述
べ
て
い
る
。
そ
し
て
、
民
王
化
と
経
済
危
機
以
降
、
こ
の
地
域
に
お
い
て
福
祉
シ
ス
テ
ム
が
構
築
・
再
編

北法57(6-29)2;;67
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さ
れ
て
打
く
巾
で
形
成
さ
れ
た
シ
ス
テ
ム
の
パ
タ
ー
ン
は
多
種
多
様
で
あ
り
、

モ
デ
ル
と
し
て
依
世
利
け
る
こ
と
に
疑
義
を
口
干
し
て
い
る
。

韓
同
で
は
、
民
、
土
化
と
と
も
に
急
速
に
福
祉
シ
ス
テ
ム
が
構
築
さ
れ
、
く
わ
え
て
経
治
危
機
が
福
祉
シ
ス
テ
ム
を
よ
り
強
化
し
て
い
っ
た
の

ーふ
i師

に
刻
し
て
、
台
の
で
も
、
民
主
化
に
作
い
福
相
シ
ス
テ
ム
の
内
田
川
が
始
ま
る
が
、
「
包
摂
的
コ

l
ポ
ラ
テ
イ
ズ
ム
の
法
定
に
足
を
と
ら
れ
て

韓
同
ほ
ど
に
は
進
ま
な
か
っ
た
」
と
注
べ
て
い
る
じ

次
に
、
林
成
蔚
の
研
究
を
紹
介
す
る
こ
と
に
す
る
。
林
の
研
究
は
、
韓
同
と
台
湾
に
お
け
る
公
的
年
金
制
度
の
「
仔
干
金
化
」
を
本
村
と

よ
り
ミ
ク
ロ
的
抗
点
を
お
も
、
具
体
的
な

し
て
、
比
較
政
治
学
の
観
点
か
ら
、
新
制
度
論

5
2
E益
Z
E
E
-
Z出
)

の
概
念
を
川
い
て
、

政
策
が
、
誰
に
よ
一
口
て
、

い
か
な
る
経
路
で
選
択
さ
れ
た
か
と
い
う
政
治
過
程
を
措
い
て
い
る
。
上
村
の
研
究
で
は
、
台
湾
に
お
い
て
枠
年

金
化
が
失
敗
し
、
捜
固
で
実
現
し
た
浬
山
に
つ
い
て
、
「
包
摂
的
コ

i
ポ
ラ
テ
ィ
ス
ム
」
が
成
立
し
た
か
ど
う
か
と
い
う
円
か
ら
説
明
し
て

い
た
の
に
対

L
、
林
の
研
究
で
は
、
台
湾
と
蜂
川
は
、
同
じ
党
民
経
路
を
経
て
い
る
と
述
べ
て
い
る
υ

民
王
化
以
前
に
お
い
て
山
川
に
は
「
正

統
化
の
政
治
(
七
三
】

c
s
c
h
-。
民

E
E
E
E
Z
ご
と
い
っ
た
祝
点
か
ら
社
会
集
団
の
部
に
限
定
さ
れ
た
年
金
制
度
が
存
在
し
、
「
民
、
土
化
」
へ

の
ブ
レ

y
シ
ャ

l
が
高
ま
る
こ
と
で
、
適
応
の
拡
大
や
統
台
が
促
進
さ
れ
た
と
い
う
共
通
点
が
あ
る
。
し
か
し
、
幹
国
で
成
立
し
、
台
出
で

成
立
し
な
か
っ
た
理
山
は
、
民
王
化
か
ら
氏
王
主
義
の
定
者
時
期
ま
で
に
お
け
る
皆
年
金
化
が
阿
ら
れ
た
タ
イ
ミ
ン
グ
、
そ
し
て
且
八
体
的
制

民
設
計
が
異
な
っ
て
い
た
か
ら
で
あ
る
と
林
は
説
明
し
て
い
る
。

つ
ま
り
、
韓
国
で
は
、
す
な
わ
ち
民
主
化
を
経
験
す
る
り
川
、
民
主
主
義
制

民
へ
の
転
換
が
完
全
で
な
か
っ
た
状
態
で
導
入
き
れ
た
の
に
対
し
て
、
台
ぬ
で
は
、
民
、
土
化
後
、
民
不
王
義
が
定
着
し
て
か
ら
導
入
さ
れ
た
υ

し
た
が
っ
て
、
台
湾
で
は
、
枝
々
な
什
会
集
川
が
要
求
を
し
、
そ
れ
に
刻
応
す
る
た
め
コ
ス
ト
が
高
く
な
り
、
財
政
負
担
が
大
き
い
午
余
へ

の
コ
シ
セ
ン
サ
ス
は
得
ら
れ
な
か
っ
た
に
対
し
て
、
桂
川
で
は
、
権
威
主
義
体
制
の
域
境
が
銭
っ
て
い
る
中
で
、
川
門
家
の
政
H
K能
力
が
ま
だ

高
い
う
ち
に
、
十
余
が
導
入
さ
れ
た
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
他
i

刀
、
林
は
こ
う
い
っ
た
公
的
作
金
制
度
の
改
革
か
ら
凡
問
せ
る
理
論
的
イ
ン

ブ
リ
ケ

l
ン
ョ
ン
に
つ
い
て
も
言
及
し
て
い
る
。
す
な
わ
ち
、
政
策
の
結
果
は
、
新
制
度
論
に
川
い
ら
れ
る
国
家
構
造
と
政
策
遺
制

北法;)7(6'出})2568 
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EEt-諸
問
門
戸
め
と
を
適
用
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
理
解
で
き
る
と
王
張
し
、

お

証
に
有
用
で
あ
る
こ
と
を
示
し
て
い
る
の
で
あ
る
。

y-F
の
事
例
が
先
進
国
の
経
験
か
ら
抽
出
し
た
即
人
一
叩
の
実

以
卜

Z-F
や
東
ア
ジ
ア
に
お
け
る
福
相
国
家
論
を
め
ぐ
る
議
論
を
整
洲
し
、
韓
同
だ
け
で
な
く
、
こ
の
地
域
に
お
け
る
什
会
福
祉
の

特
徴
を
則
椛
化
し
た
c

こ
れ
ら
の
研
究
の
、
比
較
社
会
制
什
学
、
比
較
政
治
経
済
学
、
比
較
政
治
学
な
ど
と
い
っ
た
分
野
に
対
す
る
貢
献
は

非
常
に
大
き
い
。
し
か
し
、
こ
れ
ら
の
研
究
で
見
え
て
こ
な
い
は
、
韓
国
同
内
に
お
け
る
稿
祉
キ
ジ
コ
ン
ダ

l
部
門
の
社
会
改
草
の
政
治
的

川
が
榔
u
と
イ
ン
ブ
リ
ケ

l
シ
ョ
ン
で
あ
る
。

つ
ま
り
、
「
な
ぜ
」
金
大
山
政
権
は
、
な
ぜ
牡
会
政
策
改
u
中
を
促
進
し
よ
う
と
し
た
の
か
、

て
そ
の
一
連
の
改
芋
に
は
い
か
な
る
意
義
が
あ
り
、
ま
た
韓
同
の
民
中
主
義
の
{
疋
看
に
対
し
て
ど
う
い
う

f
ン
プ
リ
ケ

l
シ
ヨ
ン
が
あ
ワ
た

の
だ
ろ
う
c

こ
う
し
た
点
は
、
既
存
の
研
究
で
は
分
に
議
論
さ
れ
て
は
い
な
い
f

金ι中政権における「現代化」と社会政策(1)

こ
う
し
た
点
を
踏
ま
え
、
本
稿
で
は
、
先
行
研
究
を
仙
完
す
る
志
味
で
も
韓
国
政
府
の
展
開
す
る
社
会
政
策
と
、
現
実
社
会
に
お
け
る
そ

の
影
響
と
の
距
雌
を
は
か
り
、
結
果
そ
れ
が
ど
う
い
っ
た
政
治
的
イ
ン
プ
リ
ケ

l
シ
ョ
ン
を
示
す
の
か
と
い
、
つ
こ
と
を
見
て
い
き
た
い
と
考

え
る
。
こ
の
作
業
は
、
第
一
章
以
降
に
お
い
て
具
体
的
に
言
及
す
る
こ
と
に
す
る
が
、
そ
の
前
に
、
次
節
で
は
、
近
年
台
頭
し
て
い
る
一
百
花

政
治
の
志
義
と
川
能
性
に
つ
い
て
一
口
及

L
、
金
大
中
政
権
に
お
け
る
社
会
政
策
改
革
と
の
悶
連
に
つ
い
て
述
べ
て
い
き
た
い
c

第
一
節

「
ゴ
門
戸
引
山
政
治
」
と
令
大
巾
政
権
下
の
社
会
政
策
改
革
と
の
関
連
性
に
つ
い
て

本
稿
で
は
、
新
制
度
吉
川
に
お
い
て
、
合
川
崎
的
選
択
吉
川
マ
ロ
E
C
Z
-
n
7
0
5
)
、
限
史
的
制
度
吉
川

(
2
5
Z
Z
口二
-
z
z
E
Z
O
z
-
-
5
)
、
社
会
学

に
続
く
、
「
第
四
の
流
れ
」
と
さ
れ
る
「
一
百
一
説
制
度
論
」
(
己
-
目

E
E
z
-
-
E
-
Z
E
E
-
E
E
)

的
制
度
論

2
2
5
5
m
-
B
二
己
主

E-。
E
F
E
)

の
り
能
性
に
つ
い
て
一
戸
及

L
、
九
市
大
山
政
権
の
特
微
と
一
円
説
の
接
点
を
探
る
υ

ネ

し

北法57(6-:U) 2;;69 
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百
戸
両
政
治
論
の
分
析
モ
デ
ル
が
い
か
な
る
コ
ン
テ
キ
ス
ト
の
巾
で
議
論
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
の
か
と
い
う
こ
と
を
、
福
祉
政
治

の
流
れ
に
沿
っ
て
簡
単
に
説
明
を
加
え
た
い
υ

ま
ず
、

ーふ
i師

一
九
八

0
年
代
の
終
わ
り
に
は
、
労
働
運
肋
ゃ
牡
会
民
主
、
土
義
勢
力
を
重
机
す
る
権
力
資
源

fω) 

助
H
F、
論
の
枠
細
み
が
主
流
で
あ
り
、
「
術
相
国
家
形
成
の
政
治
」
モ
デ
ル
が
一
本
有
し
つ
つ
あ
っ
た
。
し
か
し
、

九
九
心
汁
代
の
半
ば
に
な

る
と
、
こ
れ
に
変
わ
る
「
福
祉
国
家
削
減
の
政
治
」

モ
デ
ル
が
影
響
力
を
持
つ
こ
と
に
な
っ
て
い
っ
た
ι

こ
の
変
化
が
意
味
す
る
の
は
、
資

減
動
口
論
な
ど
に
み
ら
れ
る
話
集
団
の
権
力
が
制
度
を
形
成
す
る
い
周
山
か
ら
、
今
度
は
悩
付
国
家
の
制
度
が
諸
集
凶
の
利
益
や
政
治
戦
時
を

決
め
る
け
司
自
に
入
っ
た
と
い
う
こ
と
今
小
し
て
お
り
、
し
た
が
っ
て
分
析
枠
組
み
も
権
力
資
源
動
口
論
に
代
わ
っ
て
新
制
度
論
の
祝
点
が
強
調

さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
て
き
た
こ
と
を
示
す
。
こ
う
い
っ
た
流
れ
の
巾
で
、
九

0
年
代
末
以
降
に
は
、
こ
の

「
福
祉
国
家
削
減
の
政
治
」

デ
ル
に
対
す
る
挑
戦
が
介
頭
し
た
c

そ
の
理
由
と
し
て
、
楕
祉
政
治
を
た
だ
単
に
既
有
の
制
度
の
削
減
を
見
な
す
の
で
は
な
く
、

的
な
山
口
編
過
程
に
入
っ
て
い
る
の
で
は
な
い
か
と
い
う
こ
と
が
指
抗
さ
れ
た
。
百
い
換
え
れ
ば
、

よ
り
抜
本

一
雇
用
の
問
題
キ
家
放
の
変
容
は
、
新
た

な
社
会
的
リ
ス
ク
を
生
み
出
し
、

そ
れ
は
既
存
の
制
度
が
対
応
で
き
る
レ
ベ
ル
を
超
え
つ
つ
あ
る
。
し
た
が
っ
て
、
焦
制
度
口
体
の
改
革
の

変
容
に
焦
点
が
当
て
ら
れ
る
よ
う
に
な
り
、
ま
た
方
で
制
度
改
+
を
め
ぐ
る
様
々
な
ア
イ
デ
ア
や
一
丙
説
に
も
焦
点
が
当
て
ら
れ
る
よ
う
に

3
-

な
っ
て
き
た
の
で
あ
る
じ
こ
う
し
た
福
祉
政
治
の
再
転
換
を
童
相
す
る
立
場
は
、
新
制
度
論
に
代
わ
っ
て
、
社
会
的
学
習
論
、

7
J
l
一
ア
『
/

の
政
治
論
、
一
汗
説
政
治
論
な
ど
が
よ
り
重
安
に
な
る
と
、
土
張

L
、
「
福
祉
川
家
再
編
の
政
治
」

の
で
あ
る
コ

モ
デ
ル
と
も
呼
べ
る
流
れ
を
形
成
し
て
い
る

福
祉
国
家
形
成
の
政
仙
旧
か
ら
福
相
凶
家
削
減
の
政
治
へ
の
転
換
の
背
景
に
は
、
福
祉
国
家
政
策
を
よ
え
る
財
政
的
リ
ソ
ー
ス
の
欠
如
が

あ
っ
た
c

ま
た
、
少
子
高
齢
化
な
と
と
い
っ
た
環
境
の
変
化
も
支
山
の
削
減
を
促
す
要
凶
円
で
あ
っ
た
c

し
た
が
っ
て
、
当
面
福
祉
政
治
の
説

題
佐
川
占
は
、
受
益
者
集
団
の
抵
抗
が
政
権
に
対
す
る
打
繋
に
な
ら
な
ら
な
い
よ
う
な
か
た
ち
で
、
何
付
同
家
の
削
減
を
い
か
に
す
す
め
る

戸
市
」

こ
と
が
で
き
る
か
と
い
う
点
で
あ
る
。
こ
れ
が
い
わ
ゆ
る
ピ
ア
ソ
ン
の
い
う
「
削
減
戦
陪
ヘ
ウ
ィ

I
パ
!
の
い
う
「
非
難
判

(
?
2
1
2
E
)
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避
の
政
治
」
で
あ
る
。

し
か
し
、
こ
の
ピ
ア
ソ
ン
ら
の
研
究
は
、
九

0
年
代
ま
で
の
デ
ー
タ
に
依
拠
し
た
も
の
と
な
っ
て
い
る
。
こ
れ
に
対
し
、
福
祉
国
家
の
巾

核
的
な
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
め
ぐ
る
制
度
改
革
が
九

0
年
代
終
わ
り
か
ら
本
格
的
に
促
進
さ
れ
た
こ
と
を
指
摘
し
、
福
祉
国
家
削
減
の
政
治
も
、

「

7
-

異
な
る
ス
テ
ー
ジ
へ
入
り
つ
つ
あ
る
と
、
土
張
す
る
研
究
が
あ
る
じ
他
十
々
、
レ
ジ
ー
ム
を
間
わ
ず
、
カ
什
川
で
は
、
制
祉
政
策
に
あ
る
種
の
収

紋
現
象
が
現
れ
て
い
る
と
指
摘
し
、
そ
の
根
拠
と
し
て
久
性
の
就
労
促
進
や
少
子
化
に
対
処
す
る
保
育
サ
ー
ビ
ス
、
失
業
者
が
労
働
市
場
へ

一
um」

新
た
に
参
入
す
る
た
め
の
丹
訓
練
強
化
な
ど
が
あ
げ
ら
れ
る
コ
ま
た
、
こ
れ
ら
の
研
究
に
共
通
す
る
点
は
、
制
反
の
ι
山
先
行
を
読
み
取
る
際

に
新
制
度
論
の
枠
組
み
を
適
用
す
る
こ
と
に
限
界
が
あ
る
の
で
は
な
い
か
と
い
う
疑
義
を
呈
し
て
い
る
点
で
あ
る
。
従
米
、
新
制
度
前
は
、

政
治
経
済
制
度
と
い
う
内
的
な
要
因
に
よ
る
経
路
依
存
的
発
展
に
注
目
し
て
い
た
の
に
対
し
て
、
今

H
の
福
相
政
治
に
お
い
て
は
、

グ
ロ

金ι中政権における「現代化」と社会政策(1)

ハ
ル
化
が
も
た
ら
す
外
的
な
要
因
が
存
十
れ
す
る
一

h
、
制
度
改
革
に
関
す
る
様
々
な
言
説
が
提
ー
小
さ
れ
る
よ
う
に
な
り
、
脱
経
路
依
存
的
発

展
の
可
能
性
も
含
む
発
展
が
展
開
し
て
い
る
の
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
、
分
析
枠
組
み
と
し
て
も
、
制
度
だ
け
に
焦
点
宇
品
て
る
新
削
除
一

論
で
は
な
く
、
環
境
の
変
化
に
刈
応
す
る
た
め
の
ア
イ
デ
ア
や
一
丙
況
に
焦
点
を
当
て
る
分
析
枠
細
み
が
日
月
さ
れ
て
き
て
い
る
。

だ
け具
で体
な的
くな
有例
権と
者し
ゃて
干IJ ム
益 ん樟。
向年
i f~ 
丞存
主古
/j お
よしJ
つ¥
主 f十
し誕 ノ、、

季語
り冶
ノHの
IwJ ホ

守声
形 fi
{すい

り相
竺祉

読出
がぶ
提制
令度
C- H孔

オt編
「 つ内す

塑ゑ
二週
のレ
道手
子り
の、

三子 ヰヰ
コ疋
ーのι ァ
とク
」「タ

ネ1 I 

会
的
包
摂

2
2
5
-
E己
5
Eロ)

「
ワ
ー
ク
フ
ェ
ア

(442rhpE)
」
「
ア
ク
テ
ィ
ベ
ー
シ
ョ
ン

(
R
2
4
5
Eご
な
ど
と
い
っ
た
新
し
い
坪

ん
ム
が
台
頭
し
た
と
い
う
こ
と
が
あ
る
。

い
い
か
え
れ
ば
、
福
相
の
あ
り
方
を
、
所
得
保
障
か
ら
、
社
会
的
に
排
除
さ
れ
た
人
々
を
合
め
た
、

そ
の
白
立
を
支
援
す
る
こ
と
に
転
換
す
る
と
い
う
共
通
の
理
念
が
見
ら
れ
る
の
で
あ
る
c

次
に
、
こ
う
い
っ
た
己
説
政
治
に
つ
い
て
、

ボ
ス
ト
ン
大
学
の
シ
ュ
、
ミ
ッ
ト
の
二
口
説
制
度
前
年

5
2
2
2
A
5
Z
E
C
O
H
E
-
-
Eこ
の
ニ主
h 

riJ1'; 
Eム
11I11l 

に
そ
っ
て
説
明
を
加
え
た
い
。
シ
ユ
ミ
y
ト
は
、
福
祉
政
川
県
を
め
ぐ
る
政
治
過
程
に
お
け
る
県
念
や
ア
イ
デ
ア
の
役
訓
を
重
視
し
、
こ
こ
か

北法S7(fi<s) 2:i71 
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ら
一
汗
説
に
焦
点
を
当
て
た
政
治
的
分
析
を
試
み
る
。
シ
ユ
ミ
ソ
ト
は
、
↓
丁
に
欧
州
の
経
験
に
つ
い
て
研
究
し
て
お
り
、
特
に
欧
州
の
小
国

(zE巳
-
E
E
2
)
の
福
祉
国
家
の
調
整
及
び
社
会
民
宇
示
義
政
党
の
改
苧
プ
口
ジ
3

ク
ト
に
関
し
て
一
百
説
が
ど
の
よ
う
に
関
わ
っ
て
い
る

ーふ
i師

か
に
つ
い
て
研
究
し
て
い
る
。

で
は
、
こ
こ
で
い
う
一
口
説
と
い
う
の
は
一
体
何
で
あ
ろ
う
か
c

ン
ユ
ミ
ッ
ト
に
よ
れ
ば
、
公
的
一
百
説
(
宮
古
二
の

E
2
0
己
主
の
)

は
、
政
治

的
な
支
持
を
得
る
た
め
、
ま
た
そ
の
支
持
を
持
続
す
る
た
め
に
不
可
欠
な
も
の
で
あ
り
、
特
に
改
草
を
促
進
す
る
に
当
た
っ
て
は
、
「
述
書

の
政
治
」
に
対
抗

L
、
ま
た
確
立
し
た
利
益
や
変
化
を
拒
む
多
数
に
も
対
抗
す
る
子
段
に
な
り
う
る
と
指
摘
し
て
い
る
υ

こ
こ
で
い
う
コ
一
μ

説
(
ハ
一

5
2己
主
ご
と
い
う
の
は
、
政
治
家
が
白
ら
の
政
策
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
構
築
し
正
当
化
す
る
に
あ
た
一
口
て
山
民
や
も
し
く
は
他
の
政
策

「
欠
け
て
い
る
要
素

ア
ク
タ
ー
に
説
明
す
る
際
に
使
、
つ
手
段
で
あ
り
、
ま
た
、
柄
引
制
国
家
に
お
い
て
政
策
改
革
を
説
明
す
る
際
の

で
あ
る
と
王
張
し
て
い
る
。
社
会
民
王
主
義
政
党
に
と
っ
て
、
説
得
的
で
か
つ
正
当
な
改
草
の
再
説
を
主
張
す
る

(己
3
2
ロ
ぬ
立
の
同
月
三
)
」

こ
と
は
、
他
の
政
治
団
体
よ
り
も
よ
り
難
し
い
も
の
で
あ
る
。
そ
の
理
問
と
し
て
、

一
九
八

0
年
代
以
降
の
改
革
の
多
く
は
、
有
権
者
の
利

V

盆
に
以
し
て
お
り
、
ま
た
長
年
の
価
値
を
基
傑
ー
と
し
た
政
策
遺
制
(
七
〈

V-E-高山
2
2
)
を
援
す
よ
う
な
も
の
で
あ
一
口
た
と
い
う
こ
と
が
挙

げ
ら
れ
よ
う
c

ま
た
、
再
説

z
z
n
O
Z
3
η
)
と
は
、
価
備
に
訴
え
な
が
ら
村
祉
改
革
が
ボ
叫
ん
へ
で
あ
る
こ
と
を
小
す
も
の
で
あ
る
と
同
時
に
、
そ
の
改

F

而」

草
が
妥
当
で
あ
る
こ
と
を
一
不
す
も
の
で
も
あ
る
。
そ
の
悩
値
と
い
う
の
は
、
社
会
的
連
帯

2
2
E
t
c
-
E
P
2
q
)
と
い
っ
た
伝
統
的
制
付
図

)
本
の
価
値
で
も
あ
り
、
ま
た
ヤ
等
ー
と
い
っ
一
た
北
欧
的
な
什
会
民
↓
丁
、
γ

工
義
的
福
相
国
家
の
価
値
で
も
あ
る
。
あ
る
い
は
、

ア
ン
グ
ロ
・
サ
ク
ソ

ン
的
な
白
由
、
王
表
稿
祉
凶
家
の
特
徴
と
で
あ
る
個
人
の
責
任
や
桝
祉
対
策
と
し
て
の
山
場
解
決
な
ど
と
い
っ
た
競
争
的
仙
伯
を
も
示
す
じ
ま

た
、
よ
り
目
度
な
何
値
と
し
て
、
経
済
的
危
機
に
陥
っ
た
白
同
の
た
め
に
犠
牲
を
背
負
う
こ
と
キ
国
の
ブ
ラ
イ
ド
を
維
持
す
る
と
い
っ
た
共

〔汁〕

通
苔

po--mnE必
至
。
巳
)
も
あ
げ
ら
れ
る
。
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一
百
説
は
、
各
同
に
よ
っ
て
仙
怖
も
異
な
っ
て
い
る
が
、
そ
の
構
染
の
き
れ
方
ゃ
い
引

U
さ
れ
か
た
も
異
な
っ
て
い
る
。
そ
の
即
白
は
、
あ
る

制
度
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
企
凶
や
一
百
説
に
誰
が
参
加
し
て
い
る
か
、
ま
た
誰
に
そ
の
一
口
説
が
向
け
ら
れ
て
い
る
か
と
い
う
、

一
百
説
過
程
に
お
い
て

呉
な
っ
た
制
度
的
コ
ン
テ
ク
ス
ト
が
あ
る
か
ら
で
あ
る
。
こ
の
点
、
シ
ュ
ミ
ッ
ト
は
、
「
一
弓
況
を
訓
整
的
一
百
花

(pcc
コ
-
5
5
2
吾
泣
き
主
化
)
」

と
「
コ
ミ
ュ
ニ
ケ

l
ン
ヨ
ン
的
一
百
説

(
2ヨ
三
三

-
o
Z
2
E
2
0
E
3
0ご
に

μ分
し
て
い
る
c
v
刑
者
は
、
特
定
の
政
策
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
構
築

の
際
に
政
治
的
ア
ク
タ
ー
が
交
わ
す
共
通
の
一
六
円
前
キ
フ
レ
ム
ワ
ー
ク
の
こ
と
を
-
小

L
、
後
者
は
、
こ
う
い
っ
た
政
治
的
ア
ク
タ
が
市
民

内」

を
説
得
す
る
た
め
に
促
今
小
す
る
も
の
を
指
し
て
い
る
コ

ま
た
、
選
挙
制
度
は
、
こ
の
一
三
門
市
政
治
に
大
き
く
関
わ
っ
て
い
る
。
あ
る
特
定
の
政
策
エ
リ
ー
ト
に
よ
っ
て
一
般
の
人
々
に
政
府
の
政
策

決
定
が
伝
え
ら
れ
る
い
わ
ば
コ
ミ
ュ
ニ
ケ

l
シ
ヨ
シ
的
百
説
は
、
主
に
権
力
が
に
寸
先
に
集
中
す
る
小
選
挙
区
制
で
あ
る
同
(
と
た
え
ば
イ
ギ

金ι中政権における「現代化」と社会政策(1)

で
多
く
に
用
い
ら
れ
る
仰
向
に
あ
り
、
改
革
を
促
進
す
る
際
に
は
、
一
汗
説
を
正
当
化

L

般
の
人
々
か
ら

f
承
を
得
る

と
い
っ
た
十
刀
法
が
採
ら
れ
る
。
そ
れ
と
は
対
聞
い
的
に
、
政
治
エ
リ
ー
ト
同
で
権
力
が
分
散
す
る
比
例
代
表
制
の
因
(
ド
イ
ツ
、
オ
ラ
ン
ダ
、

(別、

で
は
調
整
的
一
豆
況
の
傾
向
が
よ
く
見
ら
れ
、
特
定
の
政
策
プ
ロ
グ
ラ
ム
に
関
す
る
合
意
を
追
及
す
る
と
き
に
川
い
ら
れ
る
。

リ
ス
キ
フ
ラ
ン
ス
)

イ
タ
リ
ア
)

あ
る
特
定
の
政
策
改
革
が
成
功
す
る
か
山
口
か
、
あ
る
い
は
同
じ
レ
ジ
ー
ム
で
も
桝
祉
改
革
の
帰
結
が
異
な
る
場
台
、

そ
れ
を
説
明
す
る
際

に
は
、
一
口
説
に
焦
点
を
心
て
る
こ
と
に
よ
っ
て
利
益
や
制
度
を
越
え
た
説
明
が
叫
能
に
な
る
の
で
は
な
い
か
と
ン
ユ
ミ

y
ト
は
主
張
す
る
。

ま
た
、
あ
る
時
期
に
お
い
て
自
ら
が
促
進
し
よ
う
と
す
る
改
中
が
一
般
の
人
々
か
ら
比
対
さ
れ
て
も
、
連
帯
性
や
公
共
苔
な
ど
と
い
っ
た
特

一
元
の
価
値
を
訴
え
る
こ
と
で
、

つ
ま
り
政
府
は
一
弓
況
を
通
じ
て
、
白
ら
の
政
策
改
革
の
1
A
持
を
得
る
こ
と
が
で
き
る
と
考
え
ら
れ
る
。
し
た

が
っ
て
、
、
ン
コ
ミ
ッ
ト
は
、
欧
州
の
様
々
な
国
を
比
較
研
究
し
、
一
口
説
日
体
が
、
利
益
の
戦
略
的
父
渉
の
結
果
と
し
て
政
策
に
付
随
し
て
い

る
も
の
以
卜
で
あ
る
こ
と
を
示
し
て
い
る
つ

で
は

一
円
説
に
焦
点
を
当
て
な
が
ら
令
大
巾
政
権
を
見
る
と
ど
う
映
る
か
υ

九
ヒ
年
の
余
融
危
機
直
後
、
神
国
政
府
は

I
M
F
の
1
4
援
を

北法57阿部)2;;73 



"見

要
請
し
た
が
、

そ
の
支
援
を
得
る
に
際
し
て
は
、
財
政
改
草
・
金
融
改
草
を
合
む
嫌
々
な
条
引
が
付
随
し
た
。
そ
し
て
、
白
回
の
経
済
を
再

生
化
す
る
た
め
、
余
ト
人
中
大
統
領
は
、

そ
の
条
件
を
不
諾
せ
ざ
る
を
得
な
か
っ
た
。
た
だ
、
国
民
の
政
府
に
対
す
る
不
信
や
怒
り
を
和
ら
げ

ーふ
i師

る
た
め
に
も
、
金
大
巾
政
権
は
、
新
た
な
「
戦
略
」
を
れ
も
山
川
せ
ね
ば
な
ら
な
か
っ
た
。
そ
こ
で
長
年
に
わ
た
り
金
大
中
は
、
白
ら
が
訴
え

て
い
た
「
平
等
」
「
H
義
」
「
民
ム
丁
占
丁
義
(
の
定
着
ご
な
ど
の
何
伯
を
強
調

L
、
金
融
危
機
で
ま
す
ま
す
深
刻
化
し
た
絞
済
格
去
や
失
業
問

題
な
ど
に
対
し
で
は
、
社
会
的
弱
者
を
救
う
べ
く
社
会
的
平
等
を
促
進
す
る
「
社
会
政
策
改
革
」
を
れ
ち
問
し
た
の
で
あ
っ
た
っ
こ
の
戦
略

I
M
F
の
条
件
な
と
を
承
諾
せ
ざ
る
を
仰
な
い
緯
川
の
状
況
を
凶
民
に
理
解
し
て
も
ら
い
、
他
ん
で
、
牡
会
政
策
凶
で
は

は

方
で
は
、

む
し
ろ
「
I
M
F
以
上
」
に
独
国
の
路
線
を
促
進
し
て
い
る
こ
と
を
ア
ピ
ー
ル
す
う
も
の
で
あ
っ
た
。
そ
し
て
、

I
M
F
の
条
件
ー
と
は
呉
な

る
次
パ
で
す
べ
て
の
国
民
を
放
う
べ
く
社
会
的
包
摂

(
2
2
口二コの

-
5
5コ
)
を
促
進
す
る
セ
ー
フ
テ
ィ
、
不
y
ト
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
構
築
し
、
制
官

国
の
民
主
主
義
を
定
着
さ
せ
る
こ
と
に
H
献
す
る
も
の
で
も
あ
っ
た
っ

一
八
の
ふ
T
代
に
民
主
化
し
た
神
国
は
、
従
米
欧
米
で
見
ら
れ
た
「
他
付
国
家
形
成
」
、
「
福
祉
川
家
の
削
減
」
、
「
倍
付
国

家
の
門
編
」
な
と
と
は
異
な
る
福
祉
政
策
の
発
展
を
経
験
し
て
き
た
。
〈
市
融
危
機
以
降
、
財
政
統
で
什
会
1
止
出
は
そ
れ
ほ
ど
増
加
し
て
い
な

川
刊
誌
ι
独
裁
を
経
て
、

い
の
に
対
し
て
、
社
会
政
策
は
以
前
の
政
権
よ
り
拡
大
し
て
い
っ
た
c

こ
れ
は
一
つ
の
大
き
い
な
特
徴
で
あ
る
c

金
大
中
政
権
卜
に
お
け
る

「
生
産
的
制
祉
」
と
い
っ
た
イ
ニ
ン
ア
テ
ィ
ブ
は
、
イ
ギ
リ
ス
な
ど
で
凡
ら
れ
る
「
第
二
の
道
」

の
議
論
と
も
頒
似
し
て
お
り
、
共
通
点
が

日
比
ら
れ
る
コ
金
大
巾
政
権
に
お
い
て
も
、

卜
で
述
べ
た
よ
う
な
「
一
口
説
」
と
い
う
の
は
、
韓
国
に
お
い
て
も
社
会
政
策
の
改
革
を
促
進
し
、

国
民
を
納
得
さ
せ
、
改
革
を
正
山
一
化
す
る
大
き
な
要
素
と
な
っ
て
い
っ
た
。
こ
の
こ
と
に
つ
い
て
は
、
第
三
肖
で
よ
り
詳
し
く
分
析
す
る
こ

と
に
し
、
こ
こ
で
は
、
金
人
中
政
権
に
お
け
る
以
惣
的
背
京
、
選
挙
公
約
な
と
で
見
ら
れ
た
そ
の
言
説
な
ど
に
焦
点
を
当
て
、

い
か
な
る
形

で
改
革
が
進
め
ら
れ
、

H
当
化
さ
れ
て
い
っ
た
の
か
を
、
次
に
解
明
す
る
こ
と
に
し
た
い
υ

第
一
章
で
は
、
金
大
山
氏
の
思
想
的
背
景
や
一
百
説
な
ど
を
見
る
前
に
、
緯
国
の
社
会
政
策
決
缶
坦
梓
の
歴
史
的
背
景
を
、
午
代
順
に
沿
っ

北法;)7(6・:';6)2574 



て
記
述
し
、
金
大
巾
政
格
以
削
の
社
会
政
策
の
内
容
を
明
確
に
し
て
お
き
た
い
。
金
大
中
政
権
に
お
け
る
社
会
政
策
改
午
の
正
僻
・
特
徴
を

浮
き
彫
り
に
し
、
こ
う
い
う
た
改
日
中
を
正
斗
化
す
る
一
口
説
を
見
る
と
い
う
作
業
に
取
り
掛
か
り
た
い
と
恩
た
め
に
は
、
こ
、
つ
し
た
作
業
が
不

可
欠
だ
か
ら
で
あ
る
c

金ι中政権における「現代化」と社会政策(1)

(i
)
上
川
泰
将
「
古
評
叫
同
朴
会
科
学
耐
究
所
社
会
福
相
研
究
室

『韓
国
の
社
会
福
引
E

a海
外
社
会
保
障
研
究
』
(
一
四
一
号
、

一
年
)
{
}
金
出
L
J
編
試

『懐
凶
の
社
会
福
相
-
(
新
幹
引
、
一
む
の
一
保
l

」

(
2
)
古
手
。
ミ
口
三
号
コ
タ
豆
、
こ
N
q
a
コ
玄
豆
、
司
令
去
さ
と
え
h
C
2
え
じ
き
定
喜
三
(
h
z
-
百
三
需
で
G
-
-
q
平
2
切
手

-
3
2
4
合
大
中

'
U山川基

ー
臥

aq
産
的
情
祉
へ
の
担
』
毎
日
新
聞
社
、
一

C
C
一仇
l
n

金
大
中
は
、
ケ
ン
ブ
リ
y
ジ
大
，
ヂ
ク
レ
ア
オ
ー
ル
で
い
W
H州
究
員
と
し
て
半
芹
過

ご
す
の
だ
が
、
こ
の
時
期
に
ギ
デ
ン
ズ
と
山
会
っ
た
と
い
う
。

(
っ
け
)
金
大
中

aバ
，
片
的
制
祉
へ
の
泊
』
{
毎
日
新
聞
社
、
一
の
つ
一
年
)
一
一
一

R
。

(
4
)
問
。
円
。
伊
国
の
円
己
己
〉
己
ぬ
己
主
戸
山
内Y
H
3
3
3

(
5
)
州
柏
「
一
九
七
つ
年
代
峰
阿
に
お
け
る
カ
}
リ
y
ク
の
民
、
よ
化
運
動
に
関
す
る
研
究
カ
ト
リ
y
ク
団
体
を
中
心
と
し
て
」

『ジ
ュ
ニ
ア
・

リ
サ
ー
チ
・
ジ
ャ

i
T
ル
-
(
八
号
、
一

0
0
刊
)
っ
修
上
論
士
で
は
、
懐
凶
に
お
け
る
民
主
化
を
担
っ
た
勢
ん
と
し
て
、
比
較
的
に
注
円
度

が
少
な
か
っ
た
カ
ト
リ
y
ク
川
休
に
焦
点
を
あ
て
、
カ
ト
リ
y
ク
が
包
括
的
に
他
の
玉
体
を
取
り
入
れ
、
ネ
y
ト
ワ

1
ク
と
し
て
機
能
し
た
こ

と
を
明
ら
か
に
し
た
c

(
6
)
民、
一l
士
+
執
の
I

疋
若
(
門

C
H
E
c
r
E
E
C
P
E
P
-
同
E
2
2
2
)
の
議
前
の
代
表
と
し
て
』
E
三
円
E
N
ど
三
己
宮
ふ

P
三
千
己
可
き
2
2
5
n
q
b
E
R
号
、
E
F

~
3
2
句
相
、
S
H
H
Q
H
N
え
ロ
宣
伝
。
之
内
H
Q
W
同
C
3
(
お
包
竺
ヨ
雪
作
」
C
才
コ
ω
一
一
c
q
r
一
=
ω
亡

=
-
d
勾
「
2
3
で
「
角
川
叩
E
-
u
u
出
)
一
戸
コ
}
一
〉
}
ロ
ヨ
G
コ
己
三
百
円
Tn

主
民
同
コ
勾
「
〈
z
=
ゴ
白
コ

h
F
F
P
ロ
込
出
戸
口
ね
ロ
E
C
叶
回
。
ロ
に
巳
ω
h
ソ
ミ
日
句
。
~
主
EH3h~phc叫wuqk
コ
ピ
M亡、bcとさヘ
ャ一
定
。
ヘ
N
G
句
叫
W
6
2
x
E
R
3
弘
司

sd」
マ
ミ
ご
同
E
(回
n--FH同戸CMめ

]
O
ケ
ロ
ー
同
0

日v
r
E
Z

{↓

=
-
2
2
7
ヲ
2
p
-
坦
坦
寸
)
な
ど
と
い
っ
た
竹
亭
門
が
上
げ
ら
れ
る
、

(
7
)
在
草
集
・
中
村
福
治
訳

『韓
国
現
代
政
治
の
条
刊
'
法
政
大
学
出
版
局
、

九
九

。
lづ

一
九
九
九
年
〔
妻
、
心
士
1
a一
一
川
紀

九
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"見
ーふ
i師

(
8
)
経
済
的
要
因
は
も
ち
ろ
ん
の
こ
と
、
峰
凶
に
お
け
る
い
畑
仕
の
筏
造
性
の
坦
白
は
、
際
能
主
義
的
な
観
点
、
ま
た
家
族
責
任
主
義
と
い
っ
た
必

凶
も
あ
る
こ
れ
に
つ
い
て
は
、
第
一

章
、
第
一
節
で
よ
り
詳
し
く
述
べ
る
コ
株
本

T
鶴
「
韓
同
の
社
会
和
祉
・
社
会
保
障
政
策
の
引
微
と
社

公
福
相
耐
究
」
(
危
機
の
阿
際
比
較
耐
究
会
ペ
ー
パ
ー
心
。
一
年
一
一
片
一
円
、
京
尽
大
り
了
也
会
学
科
研
究
川
)
な
と
を
参
考
=

(
9
)
R
グ
ッ
ド
マ
ン
、

I

べ
、
〆
グ
「
東
ア
、
ン
ア
福
祉
同
家
」

『転
換
期
の
栴
祈
凶
京
'
C

エ
ス
ピ
ン

7
、
乙
ア
ル
セ
ン
編
・
用
括
主
丈
監

対

日
T
稲
同
大
学
出
版
部
、
。
。
一
一
年
c

(
日
)
上
村
泰
持
、
「
第
一

章

東
ア
ン
ア
の
福
祉
問
家
そ
の
北
較
研
究
に
む
け
て
」

hア
ジ
ア
諸
困
の
福
祉
問
家
-
(
ミ
ネ
ル
ヴ
ア
再
房
、
一
口

。
四
年
1
)

一
山
貝
林
政
蔚
「
台
湾
と
叫
同
に
お
け
る
社
会
保
障
制
山
司
改
芯
の
政
治
過
程
一

『
ア
ジ
ア
諮
問
的
福
引
回
家
』
て
、
、
不
ル
ヴ
ァ
胃
一房、

一
0
0
四
年
)
六
八
員
。
処
占
速
を
光
点
し
た
研
究
に
つ
い
て
も
、
一
つ
の
傾
山
が
あ
り
、
T
M
F
は
、
出
急
的
か
っ
短
期
的
ア
プ
ロ
ー
チ
を

取
っ
て
い
る
。
そ
の
ワ
ー
キ
ン
グ
ペ
ー
パ
ー
r
コ
」
2
F
(
U
S
F
E
ι
己
記
-
Z
官
庁
ニ
高
岳
乍
山
2
5
-
円
c
u
t
-
円
Z
F
c
コ
C
E
ニ
ロ
円
コ
ヨ
切
さ
己
子
弓
月
々

同ミ
ドロ
日U
E
ぬ
E旨
ω
E
K
~
7
5
a
』

J
4
5
ミ
ド
3
~
3
h
t
E守
E
E
E
L
-
2
2
U
暗
号
5
2
2
H
り
さ
也
氏
)
を
参
照
。
ま
た
、
世
界
銀
行
は
、
引
会
保
護
の
重

法
性
を
認
識
し
、
朴
公
保
説
を
担
当
す
る
部
門
を
成
ム
げ
し
た
。
一
九
九
九
干
に
は
、
東
ア
ジ
ア
太
ア
汗
部
門
を
成
斗

L
、
社
会
的
リ
ス
ク
管
理

Z
R
E
=
品
目
自
認
E
E
乙
の
制
点
か
ら
、
長
期
的
な
リ
ス
ク
予
防
に
取
り
組
む
ん
針
を
枕
示
し
て
い
る
こ
の
社
会
保
辺
部
門
の
局
長

出
三
E
】
山
口
ロ
教
授
の
ワ
ー
キ
ン
グ
ペ
ー
パ
ー
c
F
v
f
J
Z
出
。
-
N白石
E
E
a
E
っ
そ
ロ
T
V
円
相
九
P
A
H
-
p
s
M
Z
E

ニィ
2
2
5
ロ
E
F汚
E
-
E
M
F
Z
E
完
25H戸

n
c
=
の
何
百
件
C
巳
戸
コ
己
2
3
}
=
=
-
コ
ぬ
臼
『
C
「
丹
-d

弓
印
0
2
2
-
℃
「
G
↓
Zη
↓竺

c=出弓のけC司山門「巳門命ぬ一マ

τμ
ぢ命「一~。XYHHa~ck『MN旬、3NQN"。之内科【む2一気~。ーリミ足。wNW(ze--
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